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客
家
風
水
の
表
象
と
実
践
知

広
東
省
梅
州
市

に
お
け
る
囲
龍
屋

の
事
例
か
ら

河

合
　
洋

尚

一　

は
じ
め
に

衡

　

十

三
億

以
上

の
人

口
を
抱

え

る
中

国

に
お

い

て
、

漢

民
族

は
九

ニ
パ

ー

セ

ン
ト
も

の
割
合

を
占

め

る

マ
ジ

ョ
リ

テ

ィ
で
あ

る
。

し
か

し
、
同

じ
漢

民
族

と

い

っ
て
も
、

民
族

の
言

語

や
慣
習

は

必
ず

し
も

同
じ

で
は

な

い
。
漢

民
族

に
は
異

な

っ
た
言

語
や

慣
習

を
も

つ
サ
ブ

・
エ
ス

ニ
ッ

ク

・
グ

ル
ー

プ

が
多

数
存

在

す

る
。
本

稿

で
扱
う

客

家

は
ま

さ

に

そ

の
よ

う

な
漢

民
族

の

一
つ
で
あ

る
。

客
家

は
、
主

に
中

国

南

部

に
居
住

し
、

漢
民

族

で
も
独

特

の
言
語

や
慣

習
を

も

つ
と

い
わ

れ
る
。

な

か

で
も
客

家

に
特

に
顕
著

で
あ

る

の
は
、
彼

ら

の
根
源

意
識

で
あ

ろ
う

。
大

多

数

の
客
家

は
、
自

ら

の

ル
ー
ツ
が

「中

原
」

と
呼

ば

れ
る
古

代

王
朝

の
所

在
地

(現
在

の
河
南
省

・
陳
西
省

一
帯
)
に
あ

る

と
す

る
意

識

を
強

く
抱

い
て

い
る
。

　

筆

者

は
、

か
よ
う

な
客

家

の
集
住

地

と
し

て
知

ら

れ
る
広

東
省
梅

州

市

に

て
、

二
〇
〇

四
年

十

一
月

か
ら

二
〇

〇
六
年

二
月
ま

で
、

客
家
風

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　ユ
　

水

に
関

す
る
現

地
調

査

を

お
こ
な

っ
て
き
た
。

中

国

に
お
け

る
客
家

民

俗

の
研
究

に
お

い
て
、

風
水

は
現

在
、

最

も
研
究

蓄
積

の
あ

る
分
野

の

一
つ
で
あ

る
。

早
く

は

一
九

三
〇
年

代

に
客
家

風

水

へ
言
及

が
な

さ

れ

て

い
る
ほ

か
、

一
九
九

〇
年

代
後

半

以
降

は
、
客

家

の
風
水

を

テ

ー

マ
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と
し

た
論

考
が

中

国

で
大

量

に
公
表

さ

れ

て

い
る
。

　

本

稿

の
目
的

は
、

こ
れ
ら

の
先
行

研
究

を

整

理
し

た
う

え

で
、

梅

州
市

に
お
け

る
事
例

研
究

か
ら
、

客
家

風
水

の
表

象

と
実
践

知

に

つ

い
て

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　　
　

考

察

す

る
こ

と

に
あ

る
。

と

り
わ

け
本

稿

で

は
、
客

家

古
建

築

で
あ

る
囲

龍

屋

〈
い
り

ゅ
う

お
く
〉

の
風

水

に
着

目

し

て

い
き

た

い
。

理
論

的

に
は
、
ポ

ス
ト

モ
ダ

ニ
ズ

ム

の
影
響

を

受

け

て
人

類
学

で
も

注
目

を

集

め

つ

つ
あ

る

「空

間

(ω冨

8

Y
場

所

(覧
鋤
8
ω
)」

論

を
参

考

に
し

つ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
(3
)

つ
、

議
論

を
展

開

し

て

い
く

こ

と

に
す

る
。

二
　
客
家
風
水
に
関
す
る
研
究
史
と
そ
の
政
治
表
象

　

1
　

調
査

地

域

の
概
況

　

梅

州
市

は
、
広

東

省

の
東

北

部

に
位

置

す

る
行

政
単

位

で
あ

り
、
梅

江

区

(都
市
部
)
、
梅

県

、
蕉

嶺

県
、

大

哺

県
、

豊

順

県
、

五
華

県

、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　る
　

平
遥

県
、

興
寧

市

と

い
う

八

つ
の
地

区

を
管

轄

し

て

い
る
。
西

北
部

は
江

西
省

鞍

州
市

と
、
東

北

部

は
福

建

省
龍

岩
市

と
、

そ

し

て
南

部

は
潮

州
市

、

西
部

は
河
源

市

と
接

し

て

い
る

(図
1
参
照
)。

梅

州
市

の
人

口

は
約

四

九
〇

万

人

で
あ

り
、

そ

の
九

九

パ

ー

セ

ン
ト
以

上

は
客

家

で

占

め
ら

れ

て

い
る

と
さ

れ

る

[梅
州
統
計
年
鑑
　
二
〇

〇
四

"
二
九
]
。

そ

の

た
め
、

梅

州
市

は
中

国

で
は

数
少

な

い

「
純
客

家

地

区
」

と

し

て

知
ら

れ

て

い
る
。

ま
た
梅

州
市

は
、

香

港
、

マ
カ
オ
、

台

湾
、

お
よ

び
世

界

六
三

力
国

に
華
僑

を

輩
出

し

て
お

り
、

そ

の
う
ち
、

香

港

に
は
約

二
六
三

万
人
、

マ
カ

オ

に
は
約

二
万
人

、

イ

ン
ド
ネ

シ
ア

に
は
約
六

五

万
人
、

タ

イ

に
は
約

六

三
万

人
、

マ
レ
ー

シ
ア

に
は
約

三

八
万
人

の
梅

州
籍

華
僑

が

い
る

[梅
州
市
華
僑
志
編
輯
委
員
会
　

二
〇
〇

一
"
二
三
]
。

　

梅

州
市

は
、

地

理
的

に
は
山
岳
地

帯

に
位

置

し

て
お
り

、
交

通

の
不
便

さ
な
ど

の
要

因

か
ら
貧

困

な
地
区

で
あ
り
続

け

た
。

そ
れ

ゆ
え
、

清

の
時

代

に

は
客
家

の
女

性
が

纏
足

を

せ
ず
体

力
労

働

に
従

事

し

て
き
た

こ

と
は
、

あ

ま
り

に
も
有

名

で
あ

る
。

改
革

・
開
放

政
策

が
実

施

さ

れ

た
直

後

の

一
九

八
〇
年
代

に
お

い
て
も

、
梅

州
市

は
広

東

省

で
突
出

し

て
貧

困

な
地

区

で
あ

っ
た

[
ヴ
ォ
ー
ゲ

ル
　

一
九
九

一

二
一=

六
-
三

二

一
]。

一
九

八
四
年

に
中

央
政

府
が

山
間

地
域

援
助

計

画

を
推

進

し

て

か
ら

梅

州
市

の
生

活

水

準

は
向

上

し
た

も

の

の
、
今

で
も
梅

州

市

は
広

東
省

に
お

い
て
最

も
経

済

力

の
低

い
地

区

の

一
つ
と
な

っ
て

い
る

[広
東
統
計
年
鑑
　

二
〇
〇
六

"
=

九
]
。

こ
う

し
た

事
情

に
よ

り
、
梅

州

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

(5
)

市

は
、
開

発

に
お

い
て
香
港

や
東
南

ア
ジ

ア
な

ど

の
華
僑

の
投

資

に
依
存

せ
ざ

る
を
得

な

い
状
況

と

な

っ
て

い
る
。
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紹

　
さ
ら
に
、
梅
州
市
政
府
は
近
年
、
隣
接
す
る
江
西
省
鞍
州
市
、
福
建
省
龍
岩
市
と
技
術
的

・
文
化
的
な
交
流
を
促
進
し
て
い
る
。

一
般
的
な

歴
史
に
お
い
て
は
、
客
家
は
中
原
か
ら
の
南
下
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
は
鞭
州
市
に
、
次
に
石
壁
村
を
経
由
し
て
か
ら
龍
岩
市
に
辿
り
着
き
、
最

後
に
梅
州
市
に
到
着
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
中
国
政
府
は
近
年
、
鞭
州
市
を

「客
家

の
ゆ
り
か
ご
」、
龍
岩
市
を

「客
家
の
生
育

地
」、
梅
州
市
を

「客
家
の
形
成
地
」
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
三
つ
の
市
を
結
ん
だ
山
岳
の
三
角
地
帯
を

「客
家
の
故
郷
」
と
し
て
宣
伝

し
て
い
る
。

　

2
　

客
家

学

に
よ

る
客

家
風

水

の
先
行

研
究

　
風

水

と
は
、

「
堪
與

術

」

と
も
呼

ば

れ
る
環

境
選

択

の
術

で
あ

る
。

ま

ず
、

風
水

の
基

本
的

思

考

は
、

環
境

の
良

し

悪

し

が
人

間

の
命

運

を

左
右

す

る
と

す
る
、

「
自

然
」

と

「
文
化

」

を
不

可
分

に
考

え

る
環
境

観

に
あ

る
。

す
な

わ

ち
、

あ

る
者

を

と
り

ま

く
自

然

環
境

お
よ
び

人

工

環
境

(た
と
え
ば
墓
、
住
宅
、
村
落
)

の
配
置

や

形
状

が
良

け

れ
ば
彼

/
彼

女

の
命
運

は
良

く

な

る
し
、

悪

け
れ
ば

彼
/

彼
女

の
命

運

は
悪

く

な

る

と

い
う

の
が
風
水

の

一
般
的

な
基

本

思
考

で
あ

る
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　　
　

　
中

国

で

は
、

か
よ
う

な
適

切
な

環
境

を
選

ぶ

た
め

の
術

法

は
、
紀

元
前

よ

り
中
原

地
帯

に
お

い
て
編

み
出

さ

れ
て
き

た

と
さ
れ

る
。

風
水

の

術

は
、

紀

元
前

か
ら
唐

代

に
至

る
ま

で
は

中

原

に

お

い
て
官

僚

の
み

が

使

う

王
朝

の
秘

術

で
あ

っ
た
が

、
唐

代

の
末

期

(九
世
紀
)

に
な

る

と
、

戦

火
を
逃

れ

て
南
遷

し

た

一
人

の
官
僚

に
よ

っ
て
風
水

術

が
民

間

に
伝

え
ら

れ
る

こ
と

に
な

っ
た
。

こ
の
官

僚

の
名

は
楊
笏

松

〈
よ
う

い

ん
し

ょ
う
〉

と

い
う

。
彼

は
、

南
遷

先

の
江
西

省

に

て
、
形

勢
学

派

と
呼
ば

れ

る
風

水
術

の
流

派
を

切

り
開

い
た

人
物

と

し

て
知

ら

れ
る
。

そ

の
後

、

南
宋

期

(
一
三
世
紀
)

に
、
王

仮

〈
お
う
き
ゅ
う
〉
と

い
う

人
物

が
福

建
省

に
て
理
気

学
派

を
切

り
開

き
、

そ

れ

に
伴

っ
て
両

者

は
時

に

は
結
び

つ
き
な
が

ら
中

国

の
民
間

に
流

布

し

て

い

っ
た

と
さ

れ
る

[切
幻
d「d「フ
「　bO
O
O
q◎
"　
N
"
り
]。

　

客
家

の
風
水

に

つ
い
て
は
今

ま

で
、

一
部

の
例

外

を
除

け
ば

、

日
本

や
欧

米

の
研
究

者
だ

け

で
な
く

、
中

国

の
風
水

研
究

者

で
す

ら
、
着

目

　
　

　

　
　

　

　
　

　
(7
)

す

る

こ
と

が
少

な

か

っ
た
。

そ

の
研
究

の
大
多
数

は
、

む
し

ろ
客
家

学

と
呼
ば

れ

る
学

問
領

域

に
よ

っ
て
、

特

に
中

国
大

陸

の
客

家

学
者

(以

下

「
中
国
客
家
研
究
者
」
と
簡
称
す
る
)

に
よ

っ
て
担

わ

れ

て
き
た
。

　

で
は
、

な
ぜ
中

国

客
家
学

者

が
客
家

風

水

の
研
究

に
積

極
的

で
あ

る

の
か
。

こ

の
問

題

の
詳
細

は
後

述

す
る

が
、
中

国
客

家
学

は

、
客
家

風
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ω

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　　
　

水

の
歴
史

、
哲

学
論

理
、

生
態

の
み
な

ら
ず
、

現
代

の
実
践

に
至

る

ま

で
幅

広

く
研
究

し

て

き
た
。

だ
が

、
客
家

風

水

に
関

す
る
研

究

テ
ー

マ

が
多

様

で

あ

る

に
も

か

か
わ

ら
ず

、

こ
れ

ら

の
先
行

研

究

の
多

く

に
は
1

決

し

て
全

て
で

は
な

い
が
1

特
定

の
共

通
認

識

が

あ

る
。
す

な

わ

ち
、

「
風
水

術

は
古
代

中

原

の
先
進

文
化

で
あ

る

か
ら
、

中
原

か
ら
南
遷

し
た

客
家

は
当

然

そ
れ

を
受

け

継

い
で

い
る

は
ず

で

あ

る
」
と

い

っ

た
認

識

で
あ

る
。

こ

の
認

識

は
、

具
体

的

に
は
次

の
三
点

に
集
約

さ

れ

る
。

　

第

一
に
、
中

原

か
ら
風

水

術
を

民
間

に
も

た
ら

し

た
先
述

の
楊

笏
松

は
客

家

人

で
あ

る
、

と
中

国

客
家

学

の
先
行

研
究

は
述

べ
て

い
る
。

た

と
え

ば
、

中

国
客
家

学

の
始
祖

と
し

て
知
ら

れ

る
羅
香

林

〈
ら

こ
う
り
ん
〉

は

「
楊

笏
松

…

が
度

州

(今

の
鞍

州
市
寧
都
県
)
に
南

遷

し
た

時
代

は
、

客
家

の
第

二
次
南
遷

運

動

と
完

全

に
合

致
し

て

い
る
」

[
一
九
九

二

"
一
七
四
]
と
述

べ
て

い
る
が
、

一
九
九

〇
年

代

以

降
、

楊
笏

松

が
客

家

人

で
あ

る
と
す

る
論

は
、
頻

繁

に
論
壇

に
登
場

す

る
よ
う

に
な

っ
て

い
る

[羅
勇
　

一
九
九
七

H
一
一
五
、
胡

　
二
〇

〇

一
、
李

・
柳

　
二
〇
〇

四

二

四
九
、
李

・
温
　

二
〇
〇
七

"
一
〇
九
]
。

中
国

客
家

学

は
、

こ

の
よ
う

な
歴
史

像

の
構
築

を

通
し

て
、

客
家

が
中

原

の
風
水

術

を
継

承

・

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　　
　

発
展

さ

せ
た
支

族

で
あ

る

こ
と
を
強

調

し

て

い
る
。

　

第

二
に
、
形

勢
学

派

の
始
祖

で
も
あ

る
楊

笏
松

が
客

家

で
あ

る
と

い
う
前

提

に
基

づ

き
、
先

行

の
諸
研

究

は
、
客

家
地

域

で

は
形
勢
学

派

が

盛
行

し

て

い
る
と

主
張

し

て
き

た
。
形

勢
学

派

の
風
水

術

は
具
体

的

に

は
、

「龍

」

(山
脈

の
流
れ
)
、

「
局
」

(人

工
環
境

を
直
接

と
り
ま
く
草
木
)
、

「
水

」

(人
工
環
境

の
前
方
に
あ

る
川
や
池
)
、

「
穴

」

(山
方

か
ら
流
れ
て
き
た

「
気
」
が
集

中
す
る
地
点
)
な

ど

の
形

状

や
配

置

を

判
断

す

る
術

に
長

け

て

い
る
。

そ
れ

ゆ
え

中
国

客
家

学
者

は
、

こ
れ
ら
形

勢
学

派

の
術

が
客

家
地

域

で
ど

の
よ
う

に
用

い
ら
れ

て

い
る

か

に
着

目
し

て
き
た

[羅

香
林
　

一
九
九

二

"
一
七
五
、
謝
　

二
〇
〇
六
、
周
　

二
〇
〇
六

"
六
七
ほ
か
]
。

　

第

三

に
、

客
家

の
古

建
築

に
は
、
中

原

か
ら
継

承

さ
れ

て

き
た
風
水

の
哲
学

論

理
が
豊

富

に

み
ら
れ

る

こ
と
を
強

調

し

て
き

た
。

そ

の
例

と

し

て

よ
く

挙
げ

ら

れ

て

い
る

の
が
、
客

家

古

建
築

で
あ

る
囲

龍

屋
、
土

楼

、
囲

楼

の
な

か

に
、

古

代
中

原

の
文

化

的

記

号

で
あ

る

「
天

人

合

一
」
「
陰

陽

五
行
説

」

「
伝
統

中
軸

線
」

な

ど
が
表

れ

て

い
る

と
す

る
論

で
あ

る

[陳
　

一
九
七
八

"
三
四
三
、
房
　

二
〇
〇

=

二
四
-

二
五
、
程

二
〇
〇
二

"
七
七
、
江
　
二
〇
〇
四

"
=

六
-

一
二
六
]
。

こ
う

し
た
記

号
論

的

ア
プ

ロ
ー
チ

は
、

客
家

学

に
よ

る
客

家
風

水

研
究

の

一
大

傾

向

と
な

っ
て

い
る
。

　

以
上

の
よ
う

な
、
中

国
客

家
学

の
先

行

研
究

の
基

本
的

考

え
方

は
、
梅

州
市

の
古

建
築

で
あ

る
囲
龍

屋

の
解

釈

に

つ
い
て
も
展

開

さ
れ

て
き
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写真1囲 龍屋の全体写真

た
。

で
は
、

そ

の
説

を
紹

介

す

る
前

に
、
囲

龍
屋

の

一
般
的

特
徴

に

つ

い
て
説
明

す

る
と

し
よ

う
。

　

3
　

客

家
学

に
よ

る

囲
龍

屋
風
水

の
諸

研
究

　
①

囲

龍

屋

の
建

築
構

造

　

囲
龍

屋
は

、
北
京

の
合

院
式

、
陳

西

省

の

ヤ
オ

ト

ン

(窪
洞
)
式
、

広

西
チ

ワ

ン
族

自
治

省

の
ガ

ン
ラ

ン

(秤
欄

)
式

、
雲

南
省

の

一
穎
印

式

と

並

ぶ
、
中

国

五
大

民

居

の

一
つ
で
あ

る

[葉

　
二
〇
〇

〇

"
二

三
]。

ま

た

、
土

楼

(円
楼
)
や
囲

楼

と

と

も

に
並

び

称

さ

れ

る
、
代

表
的

な
客

家
古

建
築

の

一
つ
で
も

あ

る

(写
真

1
参
照
)
。

囲
龍

屋

は
、

そ

の
絶
対

的
多

数

が
梅

州
市

の
管
轄

内

に
分

布
し

て
お
り
、

梅
州

市

の

管
轄

外

で
は

河
源
市

、

龍
岩
市

、

潮
州

市

に
わ
ず

か
に
分
布

し

て

い
る

に
す
ぎ

な

い
。

　
図

2
を
見

れ
ば
分

か
る
よ

う

に
、
囲

龍
屋

の
内

部

に
は
複

数

の
部
屋

が

あ
り
、

全
体

的

に
楕

円
状

に
な

っ
て

い
る
。
中

堂
聞

【ゾ

ン
ト
ン
ギ

ャ

ン
】
、
横

屋

問

【
ワ
ン
ウ
ー
ギ

ャ
ン
】
、
囲

龍
間

【ウ

ィ
ロ
ン
ギ

ャ
ン
】
に

は
、

伝
統

的

に
は

同
じ
宗

族

の
者

が
居
住

す

る
。

囲
龍

屋

は
、
規

模

が
大

き

け

れ
ば

三
〇

〇
余
名

、

規
模

が
小

さ

く

て
も
数
十

名

の
者
が

住

め

る
構

造

に
な

っ
て

い
る
。

　
囲

龍

屋

の
中

央

部

に
あ

る
上

庁

【
ソ

ン
タ

ン
】
、
中

庁

【ゾ

ン
タ
ン
】、

下

庁

【
ハ
ー
タ

ン
】
は
、

居
住

者

た

ち

の
公

共

の
場

で
あ

る
。
上

庁

に
は



7Z　 客家風水の表象と実践知

暴

漸

囲間

龍

化 胎

玉方玉土箆禅

土地
R　 ,　'

上庁

横屋閏

ヲ耕

申庁

耕

下庁

井 戸 ・ 禾 坪

蹴

図2　 囲龍屋の建築構造
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写真2化 胎。奥方の中間の部屋は龍庁。見えないが写真の下方には五方五土龍神

　　　 が置かれている。

祖
先

の
位

牌
が

設
置

し

て
あ

り
、

ゆ
え

に
別
名

を

祖
堂

【
ズ
ー
ト

ン
】

と

い
う
。

ま

た
、

上
庁

と
中

庁

、
中

庁

と

下
庁

の
間

に
は

天
井

【
テ

ィ

エ
ン
ジ
ア
ン

"
上
方

に
屋
根
が

な
く
下
方

に
長
方

形

の
浅

い
堀
が

あ

る
】が

あ

り
、
採

光

と
水

は

け

に
優

れ

た
箇

所

と
な

っ
て

い
る
。

さ

ら

に
、

ほ

と
ん

ど

の
囲

龍

屋

の
前

に

は
半

月

型

の
池

が

あ

り
、

防

火

な
ど

に
利

用

さ

れ

る
。

こ

の
池

は
、

風

水

上

重
要

で
あ

る
と

い

う

理
由

か
ら
風

水
池

【
フ
ォ
ン
ス
イ
チ
ー
】
と
も

呼
ば

れ

る
。

　
囲

龍

屋

が
中

国

五
大

民

居

の

一
つ
に
数

え

ら

れ

る

ほ

ど
特

色

を

も

っ
て

い
る

の
は
、

そ

の
後

方

部

の
形
状

で
あ

る
。
囲

龍

屋

の
後

方

に
は
、

半
月

型

に
隆
起

す

る
化
胎

【
フ
ァ
ー
ト
イ
】
と
呼

ば

れ

る
部

分
が

あ

る

(写

真

2
参
照

)
。

化
胎

は
通

常
、

コ
ン
ク
リ

ー

ト

で
は

な

く
、
鷲

卵
石

【
オ
ー

ロ
ン
サ
ッ
】
と

い
う

楕

円
形

の
石
が

敷

き
詰

め

ら

れ

て

お
り
、

そ

れ

ゆ
え
化

胎

は
亀

の
甲

羅

の
形

に
見

え

る
。

ま

た
、

化
胎

の
前
側

面

に
は
、

五

つ
の
異

な

っ
た

形

の
図

案

が

刻

ま

れ

て

い
る
。

こ
れ

を
五

方
五

土
龍

神

【
ン
ー

フ
ォ
ン
ン
ー
ト

ゥ
ロ
ン
サ

ン
】
と

い
う

。

　

さ
ら

に
、
化

胎

の
周

り

に
は
、

囲
龍

間

が

取

り

囲

ん

で

い
る
。

囲

龍
間

は
、
囲

龍

屋

の
規

模

が
大

き

け
れ

ば
、

二
重

に

も

三
重

に

も

な

る
。

た
だ

し
、

そ

の
う

ち

]
列

目

の
真

ん

中

の
部
屋

だ

け

が

神

聖
視

さ

れ

て

お
り
、

人

が
住

む

こ

と
が

許

さ

れ

て

い
な

い
。

こ

の
部

屋

は
龍
庁

【
ロ
ン
タ
ン
】
と

呼
ば

れ

る
。



　
現

地

調
査

で
聞

い
た

話

で
は
、

化
胎

は

「
龍
」

で
あ

り

、
そ

れ
を

取

り
囲

む

一
連

の
部

屋

が
あ

る

か
ら
囲
龍

屋

(す
な
わ
ち

「龍
を
取
り
囲
む

家
」
)
と
呼

ぶ

の
だ

と

い
う

。

た
だ

し
、
囲

龍
間

が

な

く

て
も

化
胎

さ
え

あ

れ
ば

、
そ

れ

を
囲

龍

屋

と
呼

ぶ

こ

と
は
梅

州

市

で
は
日

常
茶

飯

事

で
あ

る
。

客家風水の表象と実践知

 

怨

　
②

囲
龍

屋

の
風
水

を

め
ぐ

る
客
家

学

の
表
象

　

さ

て
、

以

上

の
よ
う

な
囲

龍

屋

に

つ
い
て
、
中

国
客

家
学

は
、

そ
こ

に
風
水

の
文

化
的

記
号

を
読

み
取

っ
て
き

た
。

彼
ら

の
論

点
を

筆
者

な

り

に
ま

と
め

る

と
、
以

下

の
五

つ
の
方

向
性

で
議

論

が
展
開

さ

れ

て

い
る
。

　
第

一
は
、

客
家

の
風

水

は
形
勢

学

派
が
主

流

で
あ

る

と
す

る
立

場

か

ら
、

「
龍
」

や

「
水
」

な

ど

の
原

則

に
基

づ

い
て
囲

龍

屋

の
風
水

を
解

釈

す

る
も

の
で
あ

る
。
数

名

の
中

国

客
家

学
者

は
、
客

家

人

は
囲

龍

屋

の
風

水

を
看

る

に
あ

た
り

、

ま
ず

「
龍

」

(山

の
形
状
)
を

看

て
、

そ

こ
に

「気

」

が
通

っ
て

い
る

か
ど
う

か
を
判

断

す

る
と

い
う
。

そ
し

て
、

山

か
ら
降

り

て
く

る

「気

」

は
、
最

初

に
龍

庁
を

通

り
、
続

い
て
化

胎

に
、

そ
し

て
化

胎

の
前
側

面

に
あ

る
五
方

五

土
龍
神

、
祖

堂

、
天
井

を
通

っ
て
か
ら
、

最
終

的

に

は
池

(す
な
わ

ち

「
水
」
)
に
辿

り
着

く

と

主
張

す

る
。

こ

れ
ら

の
論

で
主
張

さ

れ

て

い
る
の

は
、
囲

龍
屋

で
神

聖
視

さ

れ

て

い
る
龍

庁
、

化

胎
、

五
方

五
土

龍
神

、
祖

堂
、

池

は
、

み
な

囲
龍

屋

の
中

軸
線

上

に
あ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

そ
れ

ゆ
え

、
中

国
客

家
学

者

は
、

囲
龍

屋

の
風
水

に
は
古

代

中
原

の
文

化
的

記
号

で
あ

る

「
伝

統
中

軸
線

」

が
表

さ

れ

て

い
る
と

論

じ

る

[陳
　

一
九
八
三

"
三
四
三
、
中
国
人
民
政
府
協
商
会
議
梅

江
区

委
員
会
　

二
〇
〇
五

二

六
一二
、
房

二
〇
〇
六

H
一
ご
=

、
ほ
か
]
。

　
第

二

に
、

中

国
客
家

学

は
、
化

胎

が
中

原

の
伝
統

文
化

で
あ

る

「
胎
息

」

の
概
念

と

関
係

が
あ

る

と
論

じ

る
。

こ
の
論

は
、
前

出

の
羅

香
林

が

、

「
(化
胎

と
は

)
龍
庁

の
下

方
、

祖
堂

の
上

方

に

て
傾
斜

状

に
な

っ
て

お
り
、
地

勢

が

こ

こ
ま

で
来

て
胎
息

に
化

け

て

い
る
所

で
あ

る
」

[
一
九
九

二

二

八
〇
]
と
述

べ
た

一
文

に
始

ま

っ
て

い

る
。

「
胎

息

」

と
は
、

古

代
中

原

に
お

い
て
編

ま
れ

た

『
黄
帝

内

経
』

に
起

源

す

る
、

呼

吸
法

の

一
種

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
、

あ

る
中
国

客
家

学
者

が
、

「
客

家

が
風

水

を
重

視

す

る

の
は

、
彼

ら

が
中

原

の
伝

統

文
化

を

継

承
し

て

い
る
か

ら

で
あ

る
。

『化

胎
』

『胎
息

』

の
二
字

は
、
中

国

道
教

の

『
黄
帝

内
経

』

に
ま

で
遡

る
」

[醤
　
二
〇
〇
三

"
一
〇

一
]
と
述

べ
て

い

る
よ
う

に
、

化

胎

の
風
水

そ

れ
自

体

が
、

囲
龍

屋

に

お
け
る
中

原
文

化

の
表

れ

で
あ

る
と
捉

え
ら

れ

て

い
る
。
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写真3　 横方向が五方五土龍神。左から木→火→土→水→金と 「誤った」並べ順 と

　　　 なっている。縦方向は五穀であり、上から麻(香 炉)→ 麦→米→豆→糧 と数

　　　 えられる。

　
第

三

は
、

囲
龍

屋

の
風

水

に

は
、
古

代

中

原

の
文

化

的

記

号

で
あ

る

「
陰

陽

五
行

説

」
が

内
包

さ

れ

て

い
る

と
す

る

説

で

あ

る
。

こ

の
主

張

は

大

き

く

二

つ
に
分

か
れ

る
。

一
つ
は
、

囲

龍

屋

の
後
方

に
位

置

す

る
化

胎

と
前
方

に
位

置

す

る
池

と

が
、

「
陰

陽
」

の
原

理

で
成

り
立

っ
て

い
る

と

す

る
論

で
あ

る
。

す

で

に

述

べ
た

よ

う

に
、
化

胎

と

池

は
、

と

も

に
半

月

の
形

を

し

て

お

り
、

両
者

が

組

み
合

わ

さ

れ
ば

円

形

と

な

る
。

ま

た
、

化

胎

は

陰
城

【
イ
ム
サ
ン
】
と
呼

ば

れ

る
こ
と

が
あ

る

こ
と

か
ら

、
中

国

客

家
学

者

は
、
化

胎

を

「
陰
」
、

池

を

「
陽
」

と

み

な
し

て
き
た

。

そ

し

て
、
両

者

は
合

わ

さ

っ
て
太

極

図

を

な

す

の
だ

と

主

張

す

る

[房

二
〇
〇

一
"
二
四
、
潭

二
〇
〇
三

二

七
四
ほ
か
]
。

　
も

う

一
つ
は
、
五

方

五
土

龍

神

に
て
刻

ま

れ

た
五

つ
の
図

案

が
、

五

行

の
原

理
を

表

し

て

い
る

と

い
う

論

で
あ

る
。

写

真

3

に
見

る
よ

う

に
、

五
方

五

土

龍
神

の
図

案

は
、

そ

れ
ぞ

れ

異

な

っ
た
五

つ
の
形

を

し

て

い
る
。

中

国
客

家

学

者

は
、

図

案

の
形

状

か
ら

判

断

し

て
、

そ

れ

ぞ

れ
は

左

か

ら
右

に
向

か

っ
て
木

↓

水

↓

土

↓

火

↓

金

の
順

に

並

べ

て

あ

る

の
だ

と

説

い

て

い
る

[張

・
謝

一
九
九
五

"
四
五
ー
四
六
、
江

二
〇
〇

四

二

二
三
ほ

か
]。

　
第

四

は
、
客

家

人

は
風
水

を

と
り
わ

け
篤

く

信

仰

す

る

の
で
、

彼

ら

に
は

自
然

と

の
調

和

を
好

む

「
天

人
合

一
」

の
思

想

が

備
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乃

わ

っ
て
い
る

と
論

じ
る

も

の
で
あ

る
。

た

と
え
ば

、
あ

る
客

家
学

者

は

「
中
原

か
ら

来

た
客
家

に
は
強

烈
な

『天

人
合

一
』

の
観

念
が

あ

り
、

た

と
え
ば

風
水

や
風

水
林

は
こ

の
観
念

を
表

し

て

い
る
」

[讃

　
二
〇
〇
三

"
一
七
四
]
と
述

べ
て

い
る
。
囲

龍

屋

で
は

、
そ

の
周

囲

に
風
水

林

や
池

な

ど
人

工
的

な
自

然
が

配
置

さ

れ
る

こ
と
が

あ

る
。

こ
う

し
た
側

面

か

ら
、
客

家

の
精
神

の
な

か

に

「
自
然

」

と

「
文

化
」

の
協

調
関

係

を
愛

す

る
古

代

中

原

の
思

想

が
組

み
込

ま

れ

て

い
る
と

い
う

論

は
、

中

国
客

家

学

に
お

い
て

は
繰

り

返

し

主

張

さ

れ

て

き

て

い
る

[張

・
謝

一
九
九
五

日
四
七
ー
四
八
、
讃
　
二
〇
〇
四
ほ
か
]
。

　
第

五

は
、
風

水

の
技

術

に
関

す

る
も

の
で
、
人

工
環

境

の
方
位

や

尺
度

を
測

る
手

法

の
な

か

に
、

古
代

中

原
文

化

の
技
術

が
表

れ

て

い
る
と

す

る
議
論

で
あ

る
。

ま
ず

方
位

に
関

し

て
は
、
客

家

は
囲
龍

屋

の
建
設

に
あ

た

っ
て
羅
盤

を
使

い
、

囲
龍

屋

の
中

軸
線

を
南

北

子
午
線

に
合

わ

せ

る

の
を
好

む
と

い
う

[中
国
人
民
政
府
協
商
会
議
梅
江
区
委
員
会
　
二
〇
〇
五

二

六
三
、
謝

　
二
〇
〇
六

"
二
]
。
次

に
、

尺
度

の
測

定

法

に

つ

い
て

は
、
魯

班

尺

〔
ル
ー
バ
ン
チ
ー
〕
と

い
う

吉

凶

の
刻

ま

れ
た
物

差

し

を

使
う

と
さ

れ

て

い
る

[謝

　
二
〇
〇
六

"
二
]
。
魯

班

尺

と

は
漢

民

族
地

域

で
は
普

遍
的

に
使

わ
れ

て

い
る
メ
ジ

ャ
ー

の
こ
と

を
指

す
。

ち
な

み

に
、
魯

班

と
は
、

古

代
中

原

の
伝
説

の
大

工

と
考

え
ら

れ

て

い
る

人
物

で
あ

る
。

　
以

上

の
よ

う

に
、
中

国
客
家

学

者

に
よ

る
囲
龍

屋

の
風
水

研
究

は
、
風

水

の
な

か

に
古

代
中

原

の
文
化

的

記
号

を
読

み
取

る

こ
と

に
重
点

が

置

か
れ

て
き

た

の
で
あ

る
。

　
4
　
学
術
研
究
か
ら
政
治
表
象
へ

　
今
ま
で
、
中
国
客
家
学
に
よ
る
客
家
風
水
の
描
き
方
に
つ
い
て
、
囲
龍
屋
を
中
心
に
整
理
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
筆
者
が
整
理

し
た
こ
と
に
対
し
、
「中
国
客
家
学
に
も
多
様
性
が
あ
り
、
彼
ら
が
み
な
同
じ
よ
う
な
描
き
方
を
し
て
い
る
と
は

一
概
に
は
言
え
な
い
の
で
は

な
い
か
」
と
い
う
、
読
者
か
ら
の
反
応
が
あ
る
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
、
筆
者
の
知
る
範
囲
内
で
も
、
中
国
客
家
学
界
に
は
、

先

に
示
し
た
よ
う
な
中
原
モ
デ
ル
の
客
家
風
水
論
に
対
し
、
疑
問
を
抱
い
て
い
る
人
が
い
る
し
、
距
離
を
置
い
て
い
る
人
も
確
か
に
存
在
す

る
。
だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特
に
辞
典
類
や
著
名
な
雑
誌
に
て
公
表
さ
れ
て
い
る
客
家
風
水
像
は
、
や
は
り
中
原
モ
デ
ル
の
そ
れ
と
な
っ

て
い
る
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。



%

　

こ
の

こ
と

に

つ
い
て
、
中

国

客
家
学

界

の
権
威

で
あ

る
J
教

授

の
ジ

レ
ン

マ
に

つ

い
て
取

り

上
げ

る

こ
と

は
無

駄

な
作
業

で
は
な

か

ろ
う
。

J

教
授

は
、

客
家

が
中

原

か
ら
南

遷

し
た

と

い
う

「
客
家

中
原

起

源
説

」
が

学
問

的

な
通
説

と

な

っ
て

い
る
な

か
、
客

家

の
源
流

は

土
着

の
原

住

民

で
あ

る
と

す

る

「
客
家

土
着

起

源
説

」
を

支
持

し

て

い
る
学
者

で
あ

る
。
彼

は

ま
た
、

客
家

地
域

に
お
け

る
現
地

調

査
を
頻

繁

に
お
こ
な

う

こ

と

で
、

客
家

民
俗

に
関

す

る
デ

ー
タ

を
収
集

し

て
い
る
。

そ

れ

ゆ
え
、

囲
龍

屋

の
風
水

を

は
じ

め
と

す

る
客

家

の
民

俗

に
古

代
中

原

の
文

化

的
記

号

を
継
承

し

て

い
な

い
要
素

が
多

分

に
含

ま
れ

て

い
る

こ
と

に
、
彼

は

よ
く
気

づ

い
て

い
る
。

し

か
し

、
彼

は

こ
と
宣

伝
広

告
や

公

の

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

(10
)

雑

誌

に
お

い
て
は
、

や
は

り
通
説

通

り

の

「
客
家

中

原
起

源
説

」

に
即

し

た
論
を

展
開

し

て

い
る
。

　

で
は
、

な
ぜ
J

教
授

は
、

彼

の
真

意

に
添

わ
な

い
内
容

を

発
表

せ
ざ

る

を
え

な

い
の
だ

ろ
う

か
。

そ
れ

は
、
前

述

の

「
客
家

の
故

郷
」

建
設

を

め
ぐ

る
政

治

イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
と
深

く
関

係
し

て

い
る
。

　

す

で

に
述

べ
た
通

り
、
梅

州
市

は
経

済

的

に
豊

か

で
は
な

く
、
地

区

の
経

済
発

展

の
た

め

に
は
客
家

華
僑

の
投
資

を
招

く
必
要

が

あ

る
。

そ

れ
ゆ

え
、
梅

州
市

は
似

た

よ
う

な
境
遇

に
あ

る
鞍

州

市

や
龍
岩

市

と
提

携

を
し
、

こ

れ
ら

の
地
区

を

「
客
家

の
故

郷

」
と

し

て
宣

伝

す

る
戦

略

を

近
年

に
な

っ
て
提

示
し

て

い
る
。

こ

の
政
策

過
程

に
お

い
て
現
地

政

府

が
重
視

し

て

い
る

の
は
、

正
統

な
中

原
文

化
を

継
承

す

る
客
家

文
化

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　　
　

の
源

が

「客

家

の
故

郷
」

に
あ

る
と
中

国

国
内

外

に
宣
伝

す

る
政

策

で
あ

る
。

そ
れ

ゆ

え
中

国

政
府

は
、

「
客

家

の
故

郷
」

に
お

い
て
中

原

の

文

化
的

符

号

を

「
発
掘

」

し
、

こ

の
地

の
求

心
力

を

強

め

る
必

要
性

に
迫

ら

れ

て

い
る

の

で
あ

る

[調
　
二
〇
〇

六

二

二
五
-

一
三
三
]
。

そ

し

て
、

政
府

は
、

こ
の

「
発
掘

」
作
業

の

一
端

を
中

国
客

家
学

が
担

う

こ

と
を
期

待

し

て

い
る

。

　

筆
者

が
別

稿

で
述

べ
た

よ
う

に
、
中

国

の
学

術
界

は
、

学

術
研
究

を

政

治

に
貢

献

さ

せ

る
こ

と
を

目
標

の

一
つ
と
し

て

い
る

[河
合
　

二
〇

〇
七
]
。
中

国
客

家
学

は

一
九
九

〇

年
代

後

期

よ

り
積

極
的

に

「
客

家

の
故
郷

」
建

設

の
政

策

に
貢
献

し

て

き
た

し
、

そ

れ
が

一
九
九

〇
年

代

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

(12
)

以
降

の
中

国
客
家

学

が
発

展
す

る
原

動
力

と

も
な

っ
て

い
る
。
同

時

に
、

こ
う

し
た

イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
的

な

動
機

は
、

客
家

文
化

が
中

原
文

化
を

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　お
　

継

承

し

て

い
る
と
す

る
中

原
イ

デ

オ

ロ
ギ

ー
を

学
術

界

の
前
提

と
さ

せ
、

そ
れ

に
反

し
た
研

究

を
押

し
込

め

る
結

果

を
招

い
て

い
る
。

　

客
家

風

水

の
研
究

が
中

国
客

家
学

に
よ

っ
て
積
極

的

に
取

り
組

ま

れ

て

い
る
こ
と
、

そ

の
研
究

成

果

の
ほ

と
ん
ど

が
中

原

モ
デ

ル

の
風

水
論

に
基

づ

い
て

い
る

こ
と

は
、
以

上

の
よ
う

な
政

治
イ

デ

オ

ロ
ギ

ー
と
関

係

し

て

い
る
。
J
教

授

の
よ

う

に
本
来

は
異

な

っ
た
意

見
を

も

つ
者

で

も
、

「
客
家

の
故

郷
」

発
展

の
た
め

に
政

治
イ

デ

オ

ロ
ギ

ー

に
則

し
た

論

を
公

表

せ
ざ

る
を

え
な

い
こ

と
も

あ

る
。

あ

る

い
は
、

あ

る
若

手

の
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中
国
客
家
研
究
者
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
も
中
原
起
源
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
反
し
た
意
見
は
故
意
に
発
表
し
な
い
。
こ
う
し
て
、

本
来
は
多
様
性
が
あ
る
は
ず
の
学
術
研
究
は
、
公
表
の
段
階
で
は
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
伴

っ
た
政
治
表
象

へ
と
収
敏
さ
れ
て
い
く
の
で
あ

る
。
　
こ
の
政
治
表
象

へ
と
収
敷
さ
れ
た
学
術
研
究
は
さ
ら
に
、
政
治
的
な
認
識
と
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
、
学
校
教
育
、
博
物
館
、
観
光
地
な
ど
で
表

象
さ
れ
、
流
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
事
例
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
中
原
モ
デ
ル
の
客
家
風
水
像
は
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
政
治
表
象
と
し
て
流
布
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
広
東
省
政
府
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

(二
〇
〇
七
年
五
月
現
在
)
で
は
、
囲
龍
屋
が

「伝
統
中
軸
線
」
「陰
陽
説
」
「天
人
合

一
」
の
観
点
か
ら
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
中
原
モ
デ
ル
の
客
家
風
水
像
は
、
梅
州
市
の
い
く
つ
か
の
観
光
地
で
展
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
か
で
も
梅
県
で
開
放
さ

れ
て
い
る
囲
龍
屋
や
興
寧
市
内
の
孔
子
廟
で
は
、
五
方
五
土
龍
神
と
五
行
説
と
の
関
係
性
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
鞍
州
市
政
府
は
近
年
、
中
国
客
家
学
が
楊
笏
松
を
客
家
人
と
規
定
し
た
学
術
成
果
に
基
づ
い
て
、
楊
笏
松
の
南
遷
先
で
あ
る
三
僚

村
を

「風
水
第

一
村
」
と
し
て
宣
伝
す
る
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
学
術
研
究
は
政
治
的
に
世
間
に
流
布
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
客
家
風
水
像
は
、
客
家
風
水
に
古
代
中
原
の
文
化

的
記
号
が
内
包
さ
れ
る
点
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
そ
の
観
点
か
ら
零
れ
落
ち
る
風
水
の
あ
り
方
を
見
落
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ

ば
、
「客
家
の
故
郷
」
と
し
て
政
治
的
に
境
界
づ
け
ら
れ
た
空
間
に
お
い
て
、
中
原
の
文
化
的
記
号
を
も
つ
客
家
風
水
が
あ
た
か
も
均
質
に
広

が
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
次
節
に
挙
げ
る
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
同
じ

「客
家
の
故
郷
」
に
あ
っ
て
も
各
地
に
お
け
る
風
水
の
あ
り
方
は

一
様
で
は
な
い
。

時
に
は
、
現
地
の
地
域
社
会
に
生
き
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
信
仰
、
性
器
信
仰
、
ま
た
は
数
字
観
念
と
結
び
つ
い
て
い
た
事
例
も
存
在
す
る
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
中
国
客
家
学
が
提
示
し
て
き
た
客
家
風
水
の
あ
り
方
は
、
梅
州
市
の
地
域
社
会
で
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
す
ら
あ
っ
た
。

　
社
会
学
者
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
カ
ス
テ
ル
は
、
空
間
に
お
け
る
記
号
論
分
析
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
批
判
し
て
い
る
。
彼
は
、
記
号
論
分
析
は
あ

た
か
も
特
定
の
空
間
に
均
質
的
な
文
化
的
記
号

(イ
メ
ー
ジ
)
が
覆

っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
描
く
が
、
実
は
そ
れ
は
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ

っ
て
特
定
の
文
化
的
記
号
が
全
体
化
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
だ
と
い
う

[カ
ス
テ
ル
　

一
九
八
四
H
二
〇
五
ー
二
二

、
ル
フ
ェ
ー
ブ
ル
　
ニ



圏

○
〇
二
も
参
照
]
。

　

カ

ス
テ

ル
の
空
間

論

は
同
様

に
、

客
家

風
水

の
事

例

に
も
該

当

す

る
。
中

国

客
家

学

は
、

「
客

家

の
故

郷
」

と

い
う

政

治
的

に
境
界

づ

け

ら

れ

た
空
間

内

に
あ

る
風
水

は
、

中
原

の
文

化

的
記

号
を

本
質

的

に
備

え

て

い
る
か

の
よ
う

に
描

い
て
き

た
。

し

か
し
、

こ
う

し
た
議

論

は
、

政

治
イ

デ

オ

ロ
ギ

ー

に
則

し
た
文

化
的

記
号

を
特

定

の
空

間
内

で
代

表

11
表
象

さ
せ

る
、
表

象

(「Φ
b
「
Φ
ωO
コ
什
鋤
け博O
昌
)
の
風
水

で
し

か
な

い
。

　

し
か

し
、
次

節

に
示

す
具
体

的
事

例

か
ら

も
明

ら

か
な

よ
う

に
、

「
客

家

の
故

郷
」

と

し

て
政

治
的

に
境

界
づ

け

ら

れ
た

空
間

に

お

い
て
、

風
水

の
知
識

や

実

践

は

一
様

で

は
な

い
。
梅

州

市

だ

け
見

て
も
、

各
地

域

の
歴
史

的

、
経

済
的

条

件

に

よ

っ
て
客

家

風
水

に
は
多

様

性

が

あ

る
。

こ
う

し

た
各
地

域

に

お
け

る
身

体

的
な

空
間

を
、

人
類

学
者

は

「
空

間
」

に
対

し

て

「場

所

」

(官
帥
8
ω)

と

い
う

言
葉

で
表

現

し

て
き
た

[〉
¢
O
国
　
]-り
㊤
N
℃
閑
O
U
回≦
諺
Z
　
目
㊤
㊤N
℃
][
○
零

蝉
昌
血
][
〉
≦
菊
国
Z
O
国
　
bO
O
O
ω
]
。

　

そ
れ

で
は
次

に
、

「
場

所
」

に
お
け

る
風
水

の
実

践

に
関

す

る
知
識

体
系

(以
下
、

「実
践
知
」
と
呼

ぶ
)

に

つ
い
て
、
囲

龍
屋

の
事

例

か
ら

検

　
　

　

　
　

　
　

　
　ぬ
　

討

し

て

い
く

と
し

よ
う
。

三
　
多
様
な
客
家
風
水
の
実
践
知

　
1
　
X
社
区
に
お
け
る
風
水
の
実
践
知

　
そ
れ
で
は
、
ま
ず
、
筆
者
が
梅
州
市
に
て
は
じ
め
て
現
地
調
査
を
お
こ
な
っ
た
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
事
例
か
ら
取
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
中

国
で
は
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

「社
区
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
X
社
区
と
称
す
る
。

　
梅
州
市
で
は
都
市
部
で
あ
ろ
う
と
村
落
部
で
あ
ろ
う
と
、
現
地
宗
族
の
成
員
は
、
古
建
築
で
あ
る
囲
龍
屋
に
住
ま
な
く
な
っ
て
い
る
。
囲
龍

屋
の
附
近
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
近
代
建
築
を
建
て
、
そ
こ
に
住
む
者
が
多
数
派
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
梅
江
区
の
場
合
、
囲
龍
屋
に
住
ん

で
い
る
者
の
多
く
は
、
学
生
、
出
稼
ぎ
労
働
者
、
田
舎
の
親
戚
で
あ
り
、
宗
族
の
者
が
囲
龍
屋
を
使
う
の
は
現
在
、
年
中
行
事
や
冠
婚
葬
祭
な

ど

ハ
レ
の
日
と
な
っ
て
い
る
。

　
X
社
区
の
L
宗
族
は
、
梅
江
区
で
も
比
較
的
規
模
が
大
き
く
、
ま
た
経
済
力
も
あ
る
宗
族
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

一
九
四
九
年
の
共
産
党
政

権
樹
立
以
前
に
も
、
L
宗
族
の
成
員
は
、
風
水
師

(風
水
を
看
る
専
門
家
)
を
呼
ん
で
囲
龍
屋
の
風
水
を
看
て
き
た
と
い
う
。
L
宗
族
の
大
部
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四

分

の
成
員

は
近

年
、

他

の
社

区

と
同
じ

く
囲

龍
屋

の
側

に
近

代
的

建
築

を

建

て
て
住

ん

で

い
る
。

ゆ
え

に
、

L
宗
族

の
若

い
世
代

は
囲

龍
屋

と

接
触

す

る

こ
と
が
少

な

く
、

囲
龍

屋

の
風
水

に

つ
い
て
は

ほ
と

ん
ど
説

明

で
き
な

か

っ
た
。

X
社
区

で
は
、

囲
龍

屋

の
風
水

に

つ
い
て
系
統

的

に
語

る

こ
と

の

で
き

る
者

は
、
六

〇
歳

以
上

の
男

性

に
限

ら
れ

て

い
た
。

そ

こ
で
筆

者

は
、
彼

ら

に
X
社

区

に
お
け

る
囲
龍

屋

の
風
水

に

つ
い

て
話

を
聞

い
た
と

こ

ろ
、
彼

ら

は
、

ほ
ぼ
同

じ

よ
う

な
次

の
三

通
り

の
説

明
を

し

て
く

れ
た
。

　
第

一
は
、
囲

龍

屋

に
お
け

る

「
気
」

の
流

れ

(
こ
れ
を
風
水
学

で
は

「龍

脈
」

と
い
う
)

の
説

明

に

つ

い
て

で
あ

る
。

X
宗

族

の
囲

龍

屋

の
裏

手

に
あ

る
山

は
動
物

の
形
を

し

て

お
り
、

そ

こ
か
ら
流

れ

て
き

た

「気

」

は
、

ま
ず

龍
庁

に
降

り

て
き

て

か
ら
、

化
胎

↓

五
方

五
土
龍

神
↓

祖

堂
↓

天
井

↓
池

と

い
う

中
軸

線

を
通

る
。
彼

ら

の
説

明

に
よ

る
と
、

天
井

か
ら

池

に
至

る
ま

で

に
は
配
水

管

が
あ

る
が

、

こ

の
配

水
管

は
風

水

を
見

て
曲

が

り
く

ね

っ
た
形

に
し

て

い
る
。

と

い
う

の
も

、
直

線

の
配

水

管

だ

と
水

、

す
な

わ

ち
財

が
逃

げ

て
し
ま

う

か

ら

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

風
水

池

の
横
幅

は
、
囲

龍
屋

に
流

れ

て
き

た

「気

」

を
受

け
止

め

る
た

め

に
、

囲
龍

屋

の
横
幅

よ

り
長

く
な

く

て
は

な
ら

な

い
と

い
う
。

　
第

二
に
、
化

胎

と
五

方
五

土
龍

神

に
関

し

て
、

L
宗

族

の
者

は
、

こ

れ
ら

を

「風

水
宝

地

」

で
あ

る
と
考

え

て
お

り
、
特

に
化

胎

は
風
水

学

的

に
も

「
気

」

が
蓄

積

す

る
箇

所

で
あ

る

と

い
う
。

そ

れ

ゆ
え

、
化

胎

に
植

物

を
植

え

る
と
成

長

が

ひ

と
き

わ
早

く

な

る

と
考

え

ら

れ

て

い

る
。

ま

た
、

五
方

五
土

龍
神

は

五
行
を

表

し

て

い
て
、
五

つ
の
図
案

は
左

か
ら
木

↓
水

↓
土

↓
火

↓
金

の
順

に
並

ば

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
と
述

べ
て

い
た
。

　
第

三

は
、

囲
龍

屋

は

「
気

」

の
流

れ
る

ル
ー
ト

で
も
あ

る
中

軸
線

に
よ

っ
て
左

右
対

称

に
分

か
れ

て

い
る
が
、

そ

の
中

軸
線

は
、

羅
盤

を
使

っ
て
南

北

子
午
線

の
方

向

を
向

く
よ
う

に
方

角

を

み
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
と

い
う

説
明

で
あ

っ
た
。

　

こ
れ

ら

の
話
者

は
、

以

上

の
よ
う

な
風
水

の
実

践

知

の
ほ

と
ん

ど
を

、
風
水

師

も

し
く

は
風
水

師

の
話

を
聞

い
た
宗

族

の
者

か
ら

学

ん
だ

の

だ

と

い
う
。

ま

た
、

L
宗
族

の
女
性

や
若

者

は
ほ

と
ん

ど
囲
龍

屋

の
風

水

に
関

す

る
実

践
知

を
備

え

て

い
な

い
も

の

の
、

部
分

的

に
は
先

に
述

べ
た

X
社

区

に
お
け

る
風
水

の
実

践
知

を

有
し

て

い
る

こ
と

が
あ

っ
た

。

2
　
Y
社
区
と
Z
村
に
お
け
る
風
水
の
実
践
知

こ
の
よ
う
に
、
X
社
区
で
調
査
し
た
限
り
に
お
い
て
は
、
梅
州
現
地
人
の
囲
龍
屋
に
対
す
る
風
水
の
実
践
知
は
、
中
国
客
家
学
に
よ
る
客
家
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写真4　 上庁(祖 堂)。位牌の下方に土地伯公が置かれる

風

水

の
表

象

と
、

さ

し

て
か

け
離

れ

た

も

の

に

は
見

え

な

か

っ
た
。

し

か
し
、

筆
者

が

梅
江

区

の
他

の
地

区
、

さ

ら

に
は
梅

県

、
蕉

嶺

県

の
農
村

部

へ
と
調

査

の
手

を

広
げ

る

に

つ
れ
、

そ

れ

ま

で

の
客

家

風

水

像

は
通
用

し

な
く

な

っ
た
。

「
陰
陽

五

行

説
」

や

「
伝
統

中

軸
線

」

な
ど
中

原

モ
デ

ル
に
基

づ
く

風
水

は
、
確

か

に
ゼ

の
客
家

地

域

で
も

耳

に
す

る

こ
と

は

で
き

た
。

し

か
し

、

こ

れ
ら

は

必
ず

し

も
全

て

の

客

家

地
域

で

一
枚

岩

的

に
存

在

す

る

モ
デ

ル

で
は

な

か

っ
た

し

、
ま

た
、
大

部

分

の

コ
ミ

ュ

ニ
テ

ィ

に

お

い
て

は
最

も

重

要

視

さ

れ

る
要

素

で
は
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

　

こ
の

こ
と

を
例

証

す

る
た

め

に
、

ま
ず

は
梅

江

区

の
Y
社

区

と
梅

県

の
Z
村

に
お

け

る
祖
堂

の
風

水

に

つ
い
て
見

て

い
く

こ

と

に

し
よ

　お
　
う

。

Y
社

区

で
比

較
的

規

模

が
大

き

い
M
宗

族

の
年

配

者

た

ち

は
、

囲

龍

屋

の
な

か

で
最

も
重

要

な

の
は
祖

堂

の
風

水
、

特

に
位

牌

と

そ

の
容

器

で
あ

る
神

亀

【サ

ン
カ
ム
】
、
神

寵

の
下

方

に
あ

る
土

地

伯

公

【
ト
ゥ
テ
ィ
バ
ッ
ゴ

ン
】
、
神
寵

の
前
方

に
設

置

し

て

あ

る
龍
卓

【
ロ
ン
ゾ

ッ
】
、

天
井

、

お
よ
び

五
方

五
土

龍
神

の
五

点

の
位

置
関

係

で
あ

る

と

述

べ
る

(写
真

四
)
。

　

な

か

で
も

、
土

地
伯

公

の
位

置

は
最

も

重

要

で
、

こ

の
位

置

は
厳

密

に
測

ら

れ
ね
ば

な
ら

な

い
。

M
宗

族

で

は
、

も

し

土

地

伯

公

を
設

置

す

る
位

置

を

間
違

え

れ
ば

、

一
族

全

員

に
災

い
が

ふ

り

か

か

る

と

考

え

ら

れ

て

い
る
。

こ
う

し

た
見

解

は
、
何

も

M
宗

族

に
と

ど

ま
ら



客家風水の表象と実践知8ヱ

ず

、

Y
社

区

に
て
比
較

的

規
模

が
小

さ

い
N
宗

族

(
M
宗
族
と
は
別
系
統

の
Y
社
区
内

の
宗
族
の

一
つ
)
、

お
よ
び

Z
村

の
各
宗

族

に
も
存

在

し

て

い
た
。

M
宗

族

の
場

合
、

土
地

伯

公

は
、

風
水

師

を

雇

っ
て
風
水

学

的

に

「
穴
」

と

呼
ば

れ

る
地

点

に
設

置

し

て

い
た
。

た

だ

し
、

Z

村

で

は
、
変

っ
た
土

の
色

や
変

っ
た

石

が
あ

る
箇

所

に
土
地

伯

公

を
置

い

て

い
た

。

M
宗

族

の
A

氏

(七
〇
歳
代
、
男
性
)

に
よ

る

と
、
風

水

師

は

必
ず

し
も

土
地

伯
公

の
位

置

を
重
視

し

な

い

の
で
、
梅

州
現

地
人

と
外

地

の
風

水
師

と

の
間

に
解
釈

の
ズ

レ
が
生

じ
、

ト

ラ
ブ

ル
を
引

き
起

こ

す

こ
と
も

あ

る
と

い
う
。

そ

れ
ゆ

え
、

M
宗

族

で
は
、

土
地

伯
公

の
風

水

を
見

ら
れ

る
風

水
師

を
故

意

に
探

す
よ
う

に
し

て

い
る

と

い
う

。

　

M
宗
族

の
年

配
者

た

ち

の
話

で
は
、

土
地

伯
公

は
土

地

を
重
視

し

て

お
り
、

土
地

か
ら

生

ま
れ

る
豊
穣

な

く
し

て
祖
先

は
存

在

し
な

い
。

す

な
わ

ち
、

土
地

伯
公

は
、

祖
先

お
よ
び
今

生

き

て

い
る
者

に
と

っ
て
は
生
命

力

の
根

源

で
あ

る
と
見

な

さ
れ

て

い
る
。

だ

か
ら
、
祖

先

の
位
牌

お

よ
び

そ

の
容

器

で
あ

る
神
寵

は
、

必
ず

土

地
伯

公

の
上
方

に
置

か

れ
ね
ば

な

ら
な

い
。

こ
う

す

る

こ
と

で
、

土
地

を
基

盤

と
し

て

は
じ
め

て

祖

先

が
存

在

し

て
い
る

こ
と

を
意
味

す

る
。

ま

た
、
神

寵

の
前
方

に
は
必
ず

天

井
が

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

な
ぜ

な
ら
、

土
地

伯

公
は

「
地
」

を
、

祖
先

は

「
人
」

を
、

天
井

は

「
天

」
を

意
味

し

て

お
り
、

こ
れ

ら
が
組

み
合

わ
さ

っ
て
は
じ

め

て
祖

堂

の
風
水

が
成

り
立

つ
か
ら

だ
と

い

う
。

さ

ら

に
、

神
寵

の
前

方

に
あ

る
龍
卓

は
祖
先

が

子
孫

に
審
判

を

下
す

机

で
あ

り
、
も

し
龍

卓

が
な

け
れ
ば

子
孫

は
祖

先

か
ら

の
恩
恵

を
授

か
る

こ
と
が

で
き

な

い
。

ま

た
、
後

方

の
五
方

五
土
龍

神

は
祖

が
座

る
腰

掛

で
あ

る
。

こ
う
設

置

す

る
こ
と

で
祖
先

は

「
気
持

ち

い
い
」

と
感

じ

る
よ
う

に
な
り
、

子
孫

に
恩
恵

を
も

た
ら

す
。

　

次

に
、

M
宗

族

の
年

配
者

た

ち
は
、

化
胎

と

五
方

五
土

龍
神

の
風

水
も

重
視

し

て

い
る
。
彼

ら

の
話

で

は
、
化

胎

は
女
性

の
子
宮

を
象
徴

し

て
お
り

、
そ

れ

ゆ
え
生
命

力

に
満

ち
溢

れ

て

い
る
と

い
う

。
化

胎

の
表
面

に
敷

き
詰

め

ら
れ

て

い
る
鷲
卵

石

は
、

子
孫

が

た
く

さ
ん

い
る

こ
と

を
意

味

し

て

い
る
。

ま
た
、

Z
村

で
は
、
化

胎

は
生
命

力

が
充

満
し

て

い

る
箇

所

で
あ

る

か
ら
、

こ

こ

に
植

え

た
花

や
植
物

の
成

長

は
早

い
と

い
わ
れ

て

い
る
。

そ

れ
ゆ
え

、
化

胎

は
Z

村

で

は

「
花

胎
」

(客
家
語

の
発
音
は
化
胎
と
同
じ
)
と
呼

ば

れ

て

い
る

と
と

も

に
、

こ

こ

の
草

木

は

伐
採

し

て

は
な
ら

な

い
と

さ
れ

て

い
る
。

　

他
方

で
、

五
方

五
土

龍
神

に

つ
い
て
、

M
宗
族

の
年

配

者

た
ち

は
、

こ
れ

が
祖

先

の
腰
掛

で
あ

る

と
と
も

に
、

五
行

を
指

す

と

い
う
。

M
宗

族

の
五
方

五
土
龍

神

が
そ
う

で
あ

る
よ
う

に
、

五

つ
の
図

案

は
左

か
ら
右

に
木

↓

水
↓

土
↓

火
↓

金

と
並
ば

ね
ば

な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

Y
社

区

の
な

か

で
も
、

五

つ
の
図

案

は
必
ず

し

も
左

か
ら

右

に
木
↓

水
↓

土
↓

火

↓
金

の
順

に
並

ん

で

い
る
わ

け

で
は
な

い
。

た
と

え
ば
、

N
宗

族
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の
五
方
五
土
龍
神
は
左
か
ら
右
へ
木
↓
火
↓
土
↓
土
↓
金
の
順
に
並
ん
で
い
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
、
M
宗
族
の
者
は
N
宗
族
の
五
方
五
土
龍
神
の
並
べ
方
は
誤
り
で
あ
る
と
い
う
。
し
か

し
、
N
宗
族
の
者
に
言
わ
せ
て
み
れ
ば

「こ
れ
ら
五
行
の
並
べ
方
は
た
い
し
た
問
題
で
は
な

い
。
重
要
な
の
は
、
こ
こ
に
生
命
力
が
あ
る
こ
と
だ
」
と
い
う
。

　
実
際
に
、
Y
社
区
に
お
い
て
五
方
五
土
龍
神
の
使
わ
れ
方
を
観
察
す
る
と
、
確
か
に
生
命
力

の
回
復
や
繁
栄
と
関
わ
っ
て
い
る
。
第

一
に
、
M
宗
族
で
あ
ろ
う
と
N
宗
族
で
あ
ろ
う
と
、
日

頃
何
か
の
病
気
に
な
る
と
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
に
五
方
五
土
龍
神
を
お
参
り
す
る
。
ま
た
、

子
宝
に
恵
ま
れ
な
い
女
性
が
こ
こ
に
来
て
お
参
り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
第
二
に
、
Y
社
区
で
は

春
節
の
行
事
の

一
環
と
し
て
囲
龍
屋
で
龍
舞
の
演
技
が
催
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
に
龍
舞
の
龍
は

ま
ず
五
方
五
土
龍
神
の
前
に
来
て
踊
り
、
そ
れ
か
ら
囲
龍
屋
全
体
を
ま
わ
る
。
こ
う
す
る
こ
と

で
囲
龍
屋
に
生
命
力
が
充
満
し
、
囲
龍
屋
を
所
有
す
る

一
族
の
一
年
の
命
運
が
よ
く
な
る
の
だ

と
い
う
。
第
三
に
、
正
統
な
五
方
五
土
龍
神
は
、
横
五
列
に
図
案
が
並
ん
で
い
る
だ
け
で
な

く
、
縦
五
列
に
も
図
案
が
並
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(写
真
3
参
照
)。
こ
の
縦
並
び
の
図

案
は
五
穀
【ン
ー
ゴ
ッ
】を
表
し
て
い
て
、
上
か
ら
下
に
向
か
っ
て
麻
↓
麦
↓
米
↓
豆
↓
糧
と
な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
正
式
な
五
方
五
土
龍
神
は
生
命
の
維
持
に
関
わ
る
穀
物
と
関
係
し
て

い
る
。

　
さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、
梅
州
市
の
農
村
部
に
お
い
て
は
、
五
方
五
土
龍
神
は
五
行
で
は
な

く
、
性
器
信
仰
と
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
Z
村

で
は
、
五
つ
の
図
案
の
う
ち
真
ん
中
の
そ
れ
は
女
性
を
、
両
側
四
つ
の
図
案
は
女
性
の
生
殖
器

を
表
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
子
供
が
生
ま
れ
な
い
時
に
、
婦
女
は
五
方
五
土
龍
神
を
参
る
の
で

あ
る
。
ち
な
み
に
Z
村
で
は
、
五
つ
の
図
案
で
は
な
く
五
つ
の
石
を
置
き
、
そ
れ
ら
を
五
方
五
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土

龍

神

で
は
な

く

五
星

石
伯

公

【
ン
ー
セ
ン
サ

ッ
バ

ッ
ゴ
ン
】
と

だ
け

呼
ん

で
い
る
宗

族

も
あ

る
。

　

最

後

に
、
囲

龍

屋

の
方

角

と
寸
法

の
測
定

法

に

つ
い

て
、

Y
社

区

に

お
け

る
実
践

知

の
あ

り
方
を

見

て

み
よ
う
。

す

で

に
述

べ
た

よ
う

に
、

中

国

客
家

学

の
政
治

表
象

に
よ

る
と
、

客
家

は
、

囲
龍

屋

の
中
軸

線

を
南

北

に
向

け
る

の
を
好

む

と

い
う

。
確

か
に
梅

州
市

で
は
、
南
向

き

の

建

築

が
望

ま

し
く

西
向

き

の
建

築

は
望

ま
し

く
な

い
と
、
観

念
的

に
は
考

え
ら

れ

て

い
る
。

た
だ

し
、
梅

江

区

の
囲

龍

屋
を

く

ま
な
く

観
察

し

て

い
け
ば

分

か
る

よ
う

に
、
梅

江

区

で
は
中

軸
線

を
南

北

子
午
線

に
合

わ
せ
た

囲
龍

屋

は
む

し
ろ
少

数
派

で
あ

る
。

た

と
え
ば

、

N
宗

族

の
囲

龍

屋

は
西

向

き

で
あ

る
が
、

彼
ら

は

こ

の
こ
と
を

全
く

気

に
は

し

て

い
な

い
。

Y
社

区

で
も

Z
村

で
も
、

中
軸

線

が
南

北

子
午

線

を
向

く
必

要

性
よ

り

も
、
周

囲

の
地

形
を

見

て
囲
龍

屋

の
向

き
を
決

め

る
必
要

性

の
方

を
重

視
し

て

い
る
。

ま

た
、
前

出

の
A
氏

は
二
〇

〇

四
年
十

一
月

の

時

点

で
、

「
龍

脈

と

い
う

概
念

は
墓

に
適

用

さ
れ

る
も

の

で
あ

る
。
囲
龍

屋

の
中

軸
線

に
龍

脈

が
流

れ

る
は
ず

が
な

い
」

と
主

張

し

て

い
た

が
、

彼

と
同
様

の
意

見

は
、

Z
村

で
も

し
ば

し
ば

耳

に
す

る
も

の

で
あ

っ
た
。

　

他

方

で
、
囲

龍

屋

の
寸

法

を
測

る
際

に
魯

班

尺
が
使

わ

れ

る
と
す

る
説

も
、

Y
社

区

で
は
必

ず
し

も
該

当

し
な

か

っ
た
。
確

か

に
、

X
社

区

で

は
、
魯

班

尺
を
使

っ
て
囲

龍

屋

の
寸

法

を
測

る

べ
き
と

考

え
ら

れ

て

い
た

。
し

か
し
、

Y
社

区

で

は
、
魯

班

尺

で

は
な

く
、

合
生

老

【
ハ
ッ

サ
ン
ラ
ウ
】
と

呼
ば

れ

る
手
法

か
ら

囲
龍

屋

の
寸
法

を
測

る

べ
き

と

さ
れ

て

い
る
。

　

で
は
、

合
生

老

の
手

法
と

は
何

で
あ

る

の

か
。
そ

れ

は
、

「
生
」

「
老

」

「
病
」

「
死
」

「
苦

」

と

い
う

五

つ
の
基

準

か
ら
、

建
築

の
吉

凶
を

測

る
手

法

で
あ

る
。

図

3

に
示

し

た
よ
う

に
、

合
生

老

の
原

理

で
は
、

一
尺
目

は

「
生

」
、

二
尺

目

は

「
老

」
、

三
尺

目

は

「
病

」

と
さ

れ
、

六
尺

目

で
再
び

「生

」

に
戻

る
。

こ

の
う

ち
第

二
周
目

以
降

の

「
生
」

と

「
老

」

こ
そ

が
、
合

生
老

で
あ

る
。

合

生
老

は
全

て
の
尺
度

の
な

か
で
最

も
良

い
。

と

い
う

の
も

、
合

生
老

の
寸

法

に
合

わ
せ

た
な

ら
ば
、

来

世

に

お

い
て
も
生

き

て
老

い
る
と

い
う

ラ

イ

フ
サ
イ

ク

ル
を
送

る

こ
と
が

で
き
る

と
信

じ
ら

れ

て

い
る
か

ら

で
あ

る
。

逆

に
、

も
し

「
病
」

「
死
」

「
苦
」

の
寸

法

に
合

わ
せ

た
な

ら
ば

、

一
家

に
不
幸

が
起

き

る
と

さ
れ

る
。

　

Y
宗

族

の
年

配

者

た
ち

の
話

に
基
づ

く

と
、
合

生
老

は
生
命

の
循

環

を
意
味

す

る
。

そ
れ

ゆ
え
、

祖
先

も

含

め
た
人

間

が
使

用
す

る
住
居

や

墓

は
、

合

生
老

の
原

理

か
ら

尺
度

が
測

ら

れ

ね
ば

な

ら

な

い
。

そ

の
う

ち
囲

龍

屋

に

お

い
て
最

も
重

要

な

の

は
、
門

と

ベ

ッ
ド

の
寸

法

で
あ

る
。

と

い
う

の
も

、
門

は

「
気
」

が
出

入

り
す

る
箇

所

で
あ

る
し
、

ベ

ッ
ド

は
女
性

の
出

産

、
す

な
わ

ち
生

命

の
誕
生

と
関

わ

っ
て

い
る
か
ら
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で
あ

る
。
逆

に
、

五
方

五
土

龍
神

は
合

生
老

の
原

理

か
ら

測

る
こ

と
が

で
き

な

い
。

と

い
う

の
も

、

こ
れ

は
神

で
あ

り
生
命

は
盛

衰

し
な

い
か

ら

で
あ

る
。

　
加

え

て
、

Y
宗

族

で
は
、

尺
度

の
第

一
桁

が

八

ま
た

は
九

で
あ

れ
ば
、

風

水
が
良

い
と

考

え

て

い
る
。

八

は

「発

」

【
バ
ッ
、
発
財
を
意
味
す

る
】
、
九

は

「
久
」

【ギ
ウ
、
永
久

の
幸
福

を
意
味

す
る
】
と
客

家
語

で
同
音

で
あ

り
、

縁

起

が

い

い
か
ら

で
あ

る
。

そ
れ

ゆ

え
、
囲

龍

屋

の
最

も

理

想
的

な
正

門

の
高

さ
は
、

一
メ
ー

ト

ル
九

八

で
あ

る

と
さ

れ

て

い
る
。

こ
れ
ら

囲
龍

屋

の
寸
法

に
関

す

る
実
践

知

は
、

Y
社

区

で
も

Z
村

で

も

共
通

し

て
存
在

し

て

い
た
。

四
　
客
家
風
水
の
成
層
性
と
現
在
的
変
動

　
1
　
風
水
実
践
知
の
多
様
性
と
成
層
性

　
以
上
に
挙
げ
て
き
た
事
例
か
ら
、
中
国
客
家
学
が
政
治
的
に
表
象
し
て
き
た
客
家
風
水
像
は
、
必
ず
し
も
客
家
地
域
に
お
け
る
風
水
を
代
表

し
て
は
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
確
か
に
X
社
区
お
よ
び
他
共
同
体
の
一
部
の
風
水
は
、
政
治
的
に
表
象
さ
れ
て
き
た
客
家
風
水
像
を

重
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
梅
州
市
と
い
う

一
つ
の
地
区
内
に
お
い
て
で
す
ら
、
客
家
地
域
に
お
け
る
風
水
の
実
践
知
に
多
様
性
が
あ
る
こ
と

は
、

一
目
瞭
然
で
あ
る
。
前
節
で
提
示
し
て
き
た
風
水
の
実
践
知
は
、
囲
龍
屋
の
井
戸
、
梁
か
ら
墓
や
近
代
建
築
に
至
る
ま
で
広
範
に
見
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

こ
と
が
で
き
る
、
む
し
ろ
生
命
倫
理
や
地
域
の
数
字
観
念
な
ど
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ

っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
同
じ
客
家
地
域
で
あ
り
な
が
ら
風
水
の
実
践
知
に
差
異
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
宗
族
の
歴
史
を
調
べ
る
と
理
解
が
可
能
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
L
宗
族
は
、
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
比
較
的
規
模
が
大
き
く
経
済
力
も
あ

っ
た
の
で
、
六
〇
年
以
上
も
前
か
ら
風
水
師
を
雇

っ
て
囲
龍
屋
の
風
水
を
看
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
風
水
師
の
知
識
を
早
く
か
ら
学
ぶ

こ
と
で
、
江
西
学
派
か
そ
れ
に
準
ず
る
風
水
の
実
践
知
を
習
得
し
て
き
た
。
だ
か
ら
、
L
宗
族
に
お
い
て
は
、
羅
盤
や
魯
班
尺
が
早
く
か
ら
使

わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
L
宗
族
の
こ
の
状
況
は
、
彼
ら
に
経
済
力
が
あ

っ
た
こ
と
と
不
可
分
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
人
類
学
者

・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
が
か
つ
て
述
べ
た
よ
う
に
、
風
水
を
ど
れ
だ
け
看
る
か
は
宗
族
の
経
済
力
と
か
か
わ
っ
て
い

る

[フ
リ
ー
ド
マ
ン
　

一
九
八
七

二

五
六
]。
つ
ま
り
、
風
水
師
を
雇

っ
て
風
水
を
看
る
に
は
莫
大
な
金
が
か
か
る
の
で
、
そ
れ
な
り
に
経
済
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力

が

な
け

れ
ば

、
風

水
師

を
雇

っ
て
風
水

を

看

る
こ

と
は

で
き

な

か

っ
た

の

で
あ

る
。
中

国
客

家
学

は
、

風
水

師

に
よ

っ
て
看
ら

れ
た

風
水
ば

か
り

に
着

眼
点

を

お
き
、

そ

れ
が

あ
た

か
も

客
家

風
水

の
全

て
で
あ

る

か
の
よ

う

に
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
的

に
表
象

し

て

き
た
。

し

か
し
、

広
東

省

で
も
最

も

貧

し

い
地

区

の

ひ
と

つ
で
あ

っ
た
梅

州
市

に
お

い

て
、

ど

こ

に
風
水
師

を

雇
う

金
が

あ

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。

L
宗

族
な

ど

一
部

の
宗

族

を
除

け

ば
、

梅
州

市

の
宗
族

の
大
部

分

は
、
専

門

の
風
水

師

に
よ

っ
て
で

は
な
く

、
宗

族
も

し
く

は
共

同
体

で
最

も

民
俗

に
詳

し

い
と
目

さ

れ

て

い
る
人
間

に
よ

っ
て
、

風
水

が
看

ら

れ
て

き
た

の
で
あ

る
。

　

渡
邊

に
よ

る
と
、

あ

る
特
定

の
場
所

に
お
け

る
知
識

に
は
成
層

性
が

存

在
す

る
。

す
な

わ

ち
、
あ

る
特

定

の
場
所

に
は
、

そ

こ

で
正

当

と
さ

れ

る
全

て

の
知

識

を
も

つ

「全

知

」

の
者

、

部
分

的
な

知
識

し

か
も

た
な

い

「
部
分

知
」

の
者

、
全

く
知

識

を
も

た
な

い

「無

知

」

の
者
、

そ

し

て

「
全

知
」

か
ら
す

れ
ば
間

違

っ
た
知

識

を
も

つ

「
偽
知

」

の
者

が

い
る

[渡
邊

　

一
九
九
〇

u
二
〇
]
。

こ

の
よ

う

な
図

式

か
ら

み
る

と
、

M
宗
族

で
は

「
全
知

」

の
部
類

に
属
す

の
は
、

A
氏
を

は

じ
め

と
す

る
七

〇
歳

以
上

の
男

性
数

名

で
あ

る
。

M
宗
族

で
は
、
、
風
水
師

を

呼

ぶ
よ

う

に
な

っ
た

の
は

、
生

活
水

準

が
向

上

し

て
き
た

こ

こ
数

十
年

に
す
ぎ

な

い
。

そ
れ

ゆ

え
、
彼

ら

は
基

本

的

に

は
宗

族

の
間

で

「
祖

先

か
ら

代

々
伝
え

ら

れ

て
き
た

」
と
彼

ら

が
言

う
身

体
化

さ

れ
た
実

践
知

、

つ
ま
り
前

節

で
述

べ

て
き
た
生

命
倫

理

や
地
域

の
数
字

観
念

と
結

び

つ
い

た
風

水

の
知
識

を
、

M
宗

族

に

お
け

る
正
当

な
風

水
知

識

と
し

て
き

た
。

　

こ

の
種

の
風
水

の
知

識

は
ま
た

、

M
宗

族

の
中

高
年

女
性

に
よ

っ
て
、

時

に
は
暗

黙

の
実
践

知

と
し

て
共
有

さ

れ

て

い
る
こ

と
が
あ

る
。

少

な
く

と

も
梅

州
市

で

は
、
風

水

は
男
性

の
知

識

と
さ

れ
、

女
性

に
系
統

的

に
伝

え
ら

れ

る

こ
と
は

な

い
。

し

か
し

、

イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル
な
形

で

義

父

や
夫

か
ら
風
水

に
関

す
る
話

を
聞

く

こ
と

が
あ

る
。

ま
た

、
本

人

は
風
水

で
あ

る

と
意
識

し

な
く

と
も
、

子

供

の
頃

か
ら
周

囲

の
振

る
舞

い
を

見

て
病

気

に
な

れ
ば

五
方
五

土
龍

神

を
拝

み

に

い
く

な
ど

、
暗

黙

の
う

ち

に
風

水

の
実
践

知

を
習
得

し

て

い
る

こ
と
が

あ

る
。
だ

が
、

他

方

で
、
男

女

を
問

わ
ず

四
〇

歳
以

下

の
大
部

分

の
若
者

は

風
水

の
実

践
知

を

ほ
と

ん
ど

も
ち

あ
わ

せ

て

い
な

い
。

と

い
う

の
も
、

第

一
に
、

彼

ら

は
囲
龍

屋

で
育

っ
た
こ

と
が

な
く
、

囲
龍

屋

と
は

ほ
と

ん
ど

接
触

が

な

い
。

ま

た
第

二

に
、

彼

ら

は
、

風
水

を

封
建

時
代

の

「
迷
信

」

と
否

定
的

に
と
ら

え

る
国
家

教
育

を
受

け

て
き

て

い
る

の
で
、

風
水

そ

れ
自

体

を

忌
避

す

べ
き
対
象

と

し

て
捉

え

て

い
る
。

風
水

を

環
境
保

護

思
想

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(17
)

と
し

て
再
解

釈

し

て
肯

定
的

に
捉

え

て

い
る
若

い
世
代

の
者

は

い
た
が
、

彼

ら

は
、

M
宗

族

の
実

践
知

と
し

て
伝

え

ら
れ

て
き

た
風
水

に
関

し

て
は

ほ
と

ん
ど
無

知

に
近

か

っ
た
。
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こ

の
よ
う

に
M
宗
族

で
は
、

一
部

の

「全

知
」

で
あ

る
年
配

者

を
除

け

ば
、

M
宗

族

に
お

け

る
大
部

分

の
者

は
、

「祖

先

か
ら
伝

え

ら

れ

て

き

た
」

風
水

の
実

践
知

に
対

し

て

「部

分
知

」

も
し

く

は

「
無

知
」

で
あ

る
。
同

様

の
状
況

は
、

N
宗

族

に
も
該

当

し

て

い
た
。

　
2
　
表
象
の
風
水
へ
の
統
合

　
膨
か
し
、
こ
こ
数
年
間
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
知
識
の
成
層
性
が
変
化
し
始
め
て
い
る
。

　
第

一
に
、
「全
知
」
の
者
た
ち
が
、
そ
れ
ま
で
有
し
て
き
た
風
水
の
正
当
性
に
つ
い
て
疑
い
は
じ
め
て
い
る
。
彼
ら
は

「祖
先
か
ら
伝
え
ら

れ
て
き
た
」
と
彼
ら
が
考
え
る
風
水
に
つ
い
て
筆
者
に
語

っ
た
後
、
し
ば
し
ば
こ
う
言
う
の
で
あ
る
。
「た
だ
し
、
こ
う
し
た
考
え
は
、
今
で

は
時
代
遅
れ
な
の
だ
よ
。
わ
れ
わ
れ
老
人
た
ち
の
頭
の
中
に
あ
る
だ
け
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
、
祖
先
か
ら
伝
え
ら
れ
た
こ
の
知
識
を
子
供
や
孫
に

は
教
え
て
い
な
い
」
と
。
つ
ま
り
、
土
着
の
風
水
知
識
の
正
当
性
が
彼
ら
自
身
に
よ
っ
て
疑
わ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

　
と
い
う
の
も
、
第
二
に
、
中
国
客
家
学
が
表
象
し
て
き
た
客
家
風
水
、
つ
ま
り
中
原
の
文
化
的
記
号
を
も
つ
風
水
の
イ
メ
ー
ジ
が
民
間
に
ま

で
浸
透
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ
た
客
家
風
水
像
が
民
間
に
浸
透
す
る
重
要
な
ル
ー
ト
の
一
つ
は
、
メ
デ
ィ
ア
と
学
校
教
育
で

あ
る
。
政
治
的
に
表
象
さ
れ
た
客
家
風
水
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
新
聞
、
そ
し
て
書
籍
に
て
描
か
れ
て
い
る
。
梅
州
市
の
客
家
は
も
と
も
と

自
ら
の
根
源
が
中
原
に
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に
こ
の
言
説
は
学
校
教
育
に
お
い
て
も
再
度
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
わ
け
で
最
近

は
、
Y
社
区
の
大
学
生
や
高
校
生
が
囲
龍
屋
に
表
れ
る

「陰
陽
五
行
説
」
に
し
ば
し
ば
言
及
す
る
と
い
っ
た
現
象
も
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る
。

さ
ら
に
、
政
治
的
に
表
象
さ
れ
た
客
家
風
水
像
は
、
同
じ
く
祖
先
が
中
原
か
ら
来
た
と
信
じ
る
Y
社
区
の

「全
知
」
の
老
人
た
ち
の
心
を
揺
り

動
か
し
て
い
る
。

　
筆
者
の
記
憶
に
新
し
い
の
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に

「囲
龍
屋
に
は
龍
脈
は
存
在
し
な
い
」
と
二
〇
〇
四
年
十

一
月
の
時
点
で
述
べ
て
い

た
A
氏
が
、
二
〇
〇
六
年

一
月
に
は
囲
龍
屋
の
中
軸
線
を
通
る
龍
脈
に
つ
い
て
誇
ら
し
げ
に
語

っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
話
を
聞
い
た
当
初
は

聞
き
間
違
い
か
と
思

っ
た
が
、
ゆ
く
ゆ
く
聞
い
て
い
く
と

「孫
の
世
代
の
話
を
聞
い
て
本
を
読
ん
だ
と
こ
ろ
、
囲
龍
屋
に
龍
脈
が
通
る
の
は
正

し
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
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中
原
の
文
化
的
記
号
を
も
つ
と
し
て
表
象
さ
れ
た
客
家
風
水
像
は
、
以
前
の
M
宗
族
に
お
け
る
知
識
体
系
か
ら
す
れ
ば
、
「偽
知
」
に
あ
た

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
在
で
は

「偽
知
」
が

「無
知
」
も
し
く
は

「部
分
知
」
で
あ

っ
た
者
の
知
識
を
塗
り
替
え
、
さ
ら
に
は

「全
知
」
の
正
当
性
ま
で
揺
り
動
か
す
に
至
っ
て
い
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
な
風
水
の
実
践
知
は
、
中
国
の
社
会
主
義
的
発
展
段
階
論
か
ら

す
れ
ば

「未
開
」
の
要
素
を
も
つ
。
そ
れ
ゆ
え
、
客
家
が
中
原
か
ら
南
遷
し
た
漢
民
族
で
あ
る
と
す
る
言
説

(近
代
知
)
と
、
対
立
す
る
こ
と

す
ら
あ
る
。

　
前
出
の
J
教
授
は
、
か
つ
て
中
国
中
央
テ
レ
ビ
局
に
て
、
「五
方
五
土
龍
神
は
女
性
と
女
性
の
性
器
を
表
し
て
お
り
、
客
家
の
性
器
信
仰
に

関
係
す
る
」
と
う
っ
か
り
解
説
し
た
こ
と
が
あ
る
。
彼
の
こ
の
解
説
は
、
す
ぐ
に
社
会
の
反
響
を
呼
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
中
国
で
最

も
大
衆
的
な
あ
る
ネ
ッ
ト
網
で
は
、
「性
器
信
仰
は
確
か
に
中
国
の
少
数
民
族
に
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
漢
民
族
で
は
紀
元
前
に
消
滅
し
て
い

る
。
ま
し
て
や
わ
れ
わ
れ
客
家
の
祖
先
は
中
原
の
民
で
あ
り
、
客
家
は
漢
民
族
の
先
進
文
化
を
中
国
南
部
に
も
た
ら
し
て
き
た
。
五
方
五
土
龍

神
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
五
行
を
表
し
て
る
」
、
と
い
う
反
論
が
書
か
れ
て
い
る
。
同
様
の
意
見
は
、
Y
社
区
に
お
い
て
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
客
家
地
域
に
お
い
て
本
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
に
根
ざ
し
、
多
様
性
を
も
っ
て
存
在
し
て
い
た
実
践
知
と
し
て
の
風
水
は
、

近
年
、
ゆ
っ
く
り
と
表
象
の
客
家
風
水
に
統

一
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
Y
社
区
の
事
例
に
お
い
て
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
結
語

　
本
稿
で
は
、
梅
州
市
の
囲
龍
屋
を
事
例
と
し
て
取
り
あ
げ
、
客
家
風
水
の
表
象
と
実
践
知
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
は
、
次
の
三
点
に
要
約
で
き
る
。

　
第

一
に
、
中
国
客
家
学
者
た
ち
の
客
家
風
水
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
は
、
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
呼
応
し
て
、
中
原
モ
デ
ル
の
風
水
を

「空

間
」
に
お
い
て

一
枚
岩
的
に
表
象
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
梅
州
市
の
囲
龍
屋
を
め
ぐ
る
風
水
の
実
践
知
に
は
多
様
性
が
あ
り
、
中
原
モ
デ
ル
の
客
家
風
水
は
、
客
家
地
域
の
全
て
の

「場

所
」
に
必
ず
し
も
該
当
し
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。



oρo。

　

第

三

に
、

梅

州
市

に
お
け

る

一
共

同
体

の
事

例

を

と
り
あ
げ

、

現
地

に
お

い
て
多
様

性

を
も

っ
て

い
た
は
ず

の
風

水

が
、

イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
的

な
中

原

モ
デ

ル

の
風

水

に
取

り
込

ま
れ

て

い
く
事
例

を

見
出

す

こ
と

が

で
き
た

。

　

以

上

の
よ
う

な
結

論

か
ら
、

従
来

の
人
類
学

的

風
水

研
究

に
対

し

て
何

が
言

え

る
か
を

指
摘

す

る
こ

と

で
、

稿

を
閉

じ

る
こ
と

に
し

た

い
。

　

本

稿
が

取
り

扱

っ
た
客

家
風

水

の
事
例

か
ら
見

え

て
く

る

の
は
、
中

国

に
お

い
て
風
水

は
現

在
、

政
治

的

に
表
象

さ

れ
利

用

さ
れ

る
対
象

と

な

っ
て

い
る

こ
と

で
あ

る
。
客

家
風

水

の
場
合

、

そ

れ
は

「
客
家

中

原

起

源
説

」

を
確

認

し
、

「
客
家

の
故

郷
」

の
求

心

力

を
強

め

る
政

策

に

活
用

さ

れ

て

い
る
。

そ

れ
ゆ

え
中

国
政
府

は
、

「
客

家

の
故

郷
」

に

は
、

あ

た

か
も
客

家

し

か
存

在

し

て

お
ら
ず

、

そ

こ

に
は

ま
と

ま

り

の
あ

る
文

化

(精
神
的
基
盤
)
が

あ

る
か

の
よ
う

に
宣

伝

し

て
き
た

。

つ
ま

り
、

政

治
的

に
境
界

づ

け

ら

れ
た
範

囲

に
お

い
て
均
質

か

つ
純

粋

な

文

化
が

存
在

す

る
と

い
う

「
(社
会
)
空

間
」

が
想

定

さ
れ

て
き

た

の
で
あ

る
。

こ
う

し

た

「
空

間
」

は
、

ル

フ

ェ
ー
ブ

ル

[二
〇
〇
二
]

の
言

葉

を
も

ち
だ

す

ま

で
も
な
く

、
政

治
的

に
生

産

さ
れ

て

い
る
。

　

そ
し

て
、

こ

の
よ
う

な

「空

間
」

の
生
産
様

式

は
風

水

の
歴
史

的
事

実

ま

で
修

正
し
う

る
。

た

と
え
ば

中

国
客
家

学

に

お

い
て
楊
笏
松

が

客

家

人

で
あ

り
、

客
家

風
水

の
祖

と

さ
れ

て
き

た

こ
と

は
す

で

に
述

べ
た
。

し

か
し
、

中
国

客
家

学
が

楊
笏

松

を
客
家

人

と
し

て

い
る
根
拠

は
、

彼
が

唐
代

末
期

に
中

原

か
ら
鞭

州
市

に
落

ち
延
び

て

き
た

と

い
う
理

由

た
だ

一
つ
で
あ

る
。

と

こ
ろ
が
、

鞭
州

市

に
は

今

で
も
客

家
人

だ
け

が

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

(18
)

住

ん

で
い
る

わ
け

で
は

な

い
し
、

ま
し

て
や
当

時

に
客

家

と

い
う

エ
ス

ニ
ッ
ク
集
団

が
形

成

さ
れ

て
き

た

か
す
ら
疑

問

で
あ

る
。

明
ら

か

に
こ

う
し

た
歴
史

像

の
構

築

に
は
、

鞍
州

市

11
客
家

文

化
地

区

と

い
う

ア

・
プ

リ

オ
リ

な

「
空

間
」

的
前

提

が
あ

る
。

　

政

治

イ
デ

オ

ロ
ギ

ー

に
基

づ
く

「
空

間
」

の
生

産

は
、

同
時

に
、
本

来

あ

る
は
ず

の
多

様
性

を
暴

力
的

に
排

除

す

る
作
業

か
ら

は
じ

ま

る
。

そ

れ

ゆ
え
、

風
水

の

「
空

間

化
」

に
着

目

す

る

一
方

で
、

排
除

さ
れ

て

き

た
各

地
点

の
多
様

な

風
水

の
実

践
知

に
も

目
を

向

け

る
必

要

が

あ

る
。

本

稿

で
看

て
き
た

よ

う

に
、
各

地

点

で

は
、

そ

れ

ぞ

れ

の
歴
史

的

、
経

済

的
条

件

に
よ

っ
て
育

ま
れ

た
複

数

形

の
風

水
、

つ
ま

り

「
場

所
」

に
お
け

る
風
水

が
存

在

す

る

の
で
あ

る
。

さ
ら

に

こ

の

「
場

所
」

に
お

け
る
風

水

が
、

「
空

間
」

的

に

一
元

化

さ
れ

て
ゆ
く

過
程

が

あ

る

の
も
、
本

稿

で
示

し

た
通
り

で
あ

る
。

　

現

在
、

人
類

学
者

に
よ

る
風
水

研
究

は
、
筆

者

の
沖
縄

に
お

け

る
研
究

[
二
〇
〇

二
]
も
含

め

て
、

そ

の
ほ

と

ん
ど

が

「
場

所
」

に
お
け

る

微
視

的

な
風
水

の
実

践
知

を

研
究

す

る
に

と
ど

ま

っ
て

い
る
。

既
存

の
風

水
研

究

に

お

い
て
は
、
政

治

イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
を
加
味

し

て

「
空
間

」



　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

ハゆ
　

の
生
産

に
基

づ

く
視

野

か
ら
風
水

を

分
析

す

る
こ

と
は
極

め

て
稀

で
あ

る
。

ま

し

て
や

「空

間
」

と

「
場

所
」

の
相

互
作

用

の
観
点

か
ら
風
水

論

に
取

り
組

ま

れ

る
こ

と
は

ま
ず

な

い
。

　

本
稿

で
は
、

客
家

風
水

の
事

例
を

通

し

て
、

風
水

論

に

お
け

る

「
空
間

」

と

「
場
所

」

の
問
題

設
定

を
提

示

し

て
き

た
。

こ

の
問

題

を
ど

の

よ
う

に
突

き
詰

め

て

い
く

は
、

今
度

の
課

題

で
あ

る
と

い
え

る
だ

ろ
う

。

客家風水の表象と実践知89

注(
1
)

二
〇
〇
四
年
十

一
月
に
渡
邊
欣
雄
教
授

(東
京
都
立
大
学
)
、
察
文

　
高
博
士

(萩

国
際
大
学
)
と
と
も

に
は
じ
め
て
梅
州
市

を
訪
れ
、
そ
の

　
後
、

二
〇
〇
五
年
六
月
か
ら
梅
江
区

の
囲
龍
屋

に
住
み
込

む
な
ど
し
て

　
現
地
調
査
を
お
こ
な

っ
た
。

(
2
)

ル
ビ
に
関

し
て
、
中
国
共
通
語
は

〔

〕
、
客
家
語
は
【　
】
、
日
本

　
語

は

く
　
V
の
括
弧

で
表
し
た
。

(3
)
「
空
間
」
と

「場
所
」
を
め
ぐ

る
問
題
設
定

は
、
カ

ス
テ
ル

[
一
九

　

八
四
]
、

ハ
ー
ヴ

ェ
イ

[
一
九
九
九
]
、
ソ
ジ
ャ

[
二
〇
〇
五
]
ら
地
理

　

学
者
、
社
会
学
者

に
よ

っ
て
提
唱

さ
れ
た
ポ
ス
ト
モ
ダ

ン
の
空
間
論
的

　
転

回
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
特

に

一
九
九
〇
年
代

の
欧
米
人
類
学
界

　

で
は
、
イ
デ
オ

ロ
ギ

ー
的

に
形
成

さ
れ
る

「空
間
」

に
対
し
て
、
人
類

　

の
経
験
的
行
為
、
日
常
的
実
践
を
問
う

「
場
所
」

の
あ
り
方

が
問
わ
れ

　

る
よ
う

に
な

っ
た
。
セ
サ

・
ロ
ウ
ら
は

「空
間

の
生
産

(夢
①

只
o
・

　

匹
9
二
8

0
h
ω》
p
o
Φ
)
」
と

「
空
間
の
構
成

(昏
Φ
o
o
⇒
ω什歪
o
鉱
o
昌

o
出

　

ω窓

o
o
)
」

の
概

念

を
対

比

さ

せ

て

い
る
が

[河

合

二
〇

〇

三

参

　

照
]
、
こ
れ
も

「空
間
1
場
所
」
論

の

一
種

で
あ

る
。
こ

こ
数
年
、
日

　

本

の
人
類
学

に
お
い
て
も
、
「空
間
」
と

「
場
所
」
を

め
ぐ
る
論
考
が

と
り
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て

い
る

[西
井

・
田
辺
　

二
〇
〇
六
参

照
]
。

(
4
)
中
国
で
は
、
市
が

い
く

つ
か
の
区
や
県
を
管
轄

し
て
い
る
。
区

は

都
市
建
設
区

で
あ
る
。
県

は
さ
ら
に
県
の
都
市
部
で
あ

る
県
城
、

お
よ

び

い
く

つ
か
の
鎮
や
郷
を
管
轄
し
て
い
る
。
鎮
や
郷
の
下

に
は

い
く

つ

　
か
の
村
が
あ

る
。

(
5
)
梅
州
市

の
外
資
利
用
は
、

そ
の
圧
倒
的
多
数
が
香
港

と
な

っ
て
い

　
る

[梅
州
市
統
計
年
鑑
　
二
〇
〇

四

n
二
二
三
]
。
梅
州
市
出
身
者

に

　
は
、
曾
憲
梓

〈
そ
う
け
ん
し
〉
氏
や
田
家
柄

〈
で
ん
か

へ
い
〉
氏
な
ど

　
の
香
港
で
成
功
し
た
人
士
が
多
数

い
る
。
梅
州
市
で
は
、

イ
ン
フ
ラ
施

設
、
学
校
、
寺
廟
な
ど

の
建
設

に
お

い
て
、
香
港
や
東
南

ア
ジ

ア
の
華

僑
が
多
大
な
投
資
を
な
し
て
い
る
。

(6
)
中
国

の
風
水
学
お
よ
び

客
家

学
に
お

い
て
風
水
は
中
原
に
起

源
す

　
る
と
い
う
説
は
盛
ん

に
語
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
で
は

「中
原
」
が
具

　
体
的

に
ど
の
範
囲
を
指
す
の
か
に
つ
い
て
、
意
見

に
ま
と
ま
り
が
み
ら

　
れ
な
い
。
中
原
が
古
代
王
朝

の
所
在
地
で
あ

っ
た
河
南
省
南
部
や
陳
西

省

を
中
心
と
す
る
地
帯

で
あ
る
こ
と
は
大
多
数

の
研
究
者
が
認

め
る
と

　
こ
ろ
で
あ
る
が
、
研
究
者
に
よ

っ
て
は
山
西
省
、
山
東
省
、
時

に
は
安
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徽
省
や
湖
北
省

の
北
部
ま
で
中
原

の
範
囲
に
含
め

る
こ
と
が
あ

る
。
厳

密

に
言
え
ば
、
風
水
は
、
山
西
省
や
山
東
省

ま
で
を
含
め
た
広

い
意
味

　
で
の
中
原

に
て
編

み
出
さ
れ
て
き
た
。

(7
)
た
だ
し
、
日
本
で
は
客
家

の
風
水
に

つ
い
て
若
干
の
研
究

が
存

在

す
る
。
建
築
学

で
は
客
家
古
建
築

の
風
水
が
触
れ
ら
れ
て
き
た
し
、
ま

　
た

『民
俗
文
化
研
究
』
七
号

に
は
客
家
風
水
を
め
ぐ
る
人
類
学
者

の
研

究
が

二
本
掲
載

さ
れ

て

い
る

[渡

邊
　
二
〇
〇

六
、
小
林

　
二
〇

〇

　
六
]
。
だ
が
、
こ
れ
ら
は

い
ず

れ
も
客
家
地
域
に
お
け
る
風
水
の
研
究

　
で
あ

っ
て
、
客
家
風
水

に
つ
い
て
の
研
究
で
は
な

い
。

(8
)

こ
こ
三
年
間
、
中
国
大
陸
で
は
、
論
考

だ
け
で
は
な
く
シ
ン
ポ
ジ

　
ウ
ム
で
も
客
家
風
水
を
議
題
と
し

て
取
り
上
げ

る
よ
う
に
な

っ
て
き
て

　
い
る
。
た

と
え
ば

二
〇
〇

四
年

十

一
月

に
鞍

州
市

で
開
催

さ
れ
た
第

十
九
回
世
界
客
家
大
会
や
、
二
〇
〇
六
年

一
月

に
梅
州
市
嘉
応
学
院
で

開
か
れ
た

「
比
較
視
野

の
下
の
客
家
民
俗
文
化
」

と
題
う

つ
シ
ン
ポ
ジ

　
ウ
ム
で
は
、
客
家

の
風
水

に
関
す
る
議
題
が
集
中
的

に
述

べ
ら
れ
て
い

　
る
。

ま
た
、

二
〇
〇
七
年
十

一
月

に
鞍

州
市

鞍
南

師
範
大
学

で
開
催

　
さ
れ
る

「
客
家
民
間
信
仰
と
地
域
社
会
」
と
題
う

つ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　
ム
で
は
、
風
水
を
め
ぐ
る
セ

ッ
シ

ョ
ン
と
風
水
第

一
村

へ
の
見
学
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
中
国

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
は
学
者
以
外
に
、
政
府
関

　
係
者

や
各
界

の
人
士
が
出
席
す
る
こ
と
が
多

く
、

こ
の
場
を
通
し

て
政

　
治
表
象
が
学
術

に
浸
透
し

て
い
る
。

(9
)
さ
ら
に
、
数
名

の
客
家
学
者

は
、
理
気

学
派
の
開

祖
で
あ
る
王
仮

　
も
客
家
人

で
あ
る
と
主
張
し
て
お
り
、
客
家
の
風
水
は
形
勢
学
派

と
理

気
学
派

の
統
合
型
で
あ

る
と
考
え
る
者
も

い
る

[羅
勇
　

一
九
九
七

日

　

一
二
〇
、
江

　
二
〇
〇
四

"
一
一
六
]。

(
10
)
J
教
授

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
に
文
献

の
記
載
は
控
え
る
。

ご
了
承
願

い
た

い
。

(
11
)
な
ぜ
中
国
政
府
が

「客
家

中
原
起

源
説
」
を
政
治

イ
デ

オ

ロ
ギ

ー

　
と
す
る
か
に

つ
い
て
、
世
界
中

に
散
住
す
る
客
家
が

「中
原
起
源
説
」

を

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
団
結
の
精
神
的
柱
と
し
て
い
る
こ
と

[中
川
　

一
九

七
九

"
三
-
七
]
と
少
な
か
ら
ず
関
係
し
て
い
る
と
筆
者

は
考
え
る
。

(12
)
中
国
客
家
学
は
、
そ

の
成
立
当
初
か
ら
政
治
的
で
あ

っ
た
。

二
〇

世
紀
前
半
、
客
家

は
漢
民
族
と
見
な
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ

っ
た
。
特
に

　

一
九
〇
五
年

に
出
版
さ
れ
た

『広
東
郷
土
歴
史
』

に
は

「広
東

の
種
族

　
に
は
客
家

と
福
倦
系
が
あ
り
、
広
東
種
族

で
も
な
け
れ
ば
漢
族

で
も
な

　
い
」
と

い
う

一
文
は
、
客
家

の
人
士
を
怒

ら
せ
た
。
こ
の
と
き
客
家
の

人
士
た
ち
が
、
自
ら
が
中
原
か
ら
南
遷
し
た
漢
民
族
で
あ

る
こ
と
を
証

明

さ
せ
る
た
め
に
結
成
し
た

「客
家
源
流
研
究
会
」
こ
そ
が
、
中
国
客

家
学

の
先
駆
け
で
あ
る
。
後
に
羅
香
林
ら
の
功
績

に
よ
り
客
家
が
漢
民

族

と
し

て
政
治
的

に
認
め
ら
れ
る
に
つ
れ
、

一
九
五
〇
年
代

か
ら
約
三

〇
年
間
、
中
国
客
家
学
は
衰
退

し
た
。
し
か
し

一
九
九
〇
年
代

か
ら
、

　
「客
家

の
故
郷
」
建
設

の
政
策

に
と
も
な

っ
て
、
再
び
中

国
に
お

い
て

　
客
家

学
が
興
隆

し
は
じ
め

た

[陳
勝
麟

　

一
九
九

四
、
胡
希

張

ほ
か

　

一
九
九
七

"
九
ー

一
〇
]
。

(13
)
全

て
の
客
家
学
者
が
、
政
治
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
意
識
し

て
中
原

　

モ
デ

ル
の
風
水
論
を
提
示
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
筆
者

が
観
察
す

　
る
限
り
で
は
、
少
な

か
ら
ず

の
中
国
客
家
学
者

は
、
「
同
じ
客
家

地
域

　
だ
か
ら
民
俗
は
共
通
し

て
い
る
」

と
い
う
前
提

の
も
と
で
研
究
し

て
お



客家風水の表象と実践知9ヱ

り
、
こ

の
暗
黙

の
前
提
が

一
地
域

に
お
け
る
風
水
、
も
し
く
は
風
水
師

　
の
言
う
風
水

の
事
例
を
、
客
家
地
域
に
ま
で
無
意
識

の
う
ち
に

「
全
体

化
」
し

て
い
る
。

(14
)
実
践
知

と
は
、
「
場
所
」

に
お
い
て
身
体
的

に
獲
得
さ
れ
て
き
た
知

識
を
指
し
、
政
治
経
済

シ
ス
テ
ム
が
空
間
に
お
い
て
提
供
す
る
近
代
知

　
と
は
概
念

的
に
対
置
さ
れ
る
。

(15
)
兼
重
は
、
著
名
な
風
水
の
経
典

の
理
論
を
演
繹
す
る
風
水
観
念
と
、

現
地
人

の
も

っ
て
い
る
風
水

観
念

の
区

別
を
提
起
し

て

い
る

[兼
重

　
二
〇
〇

三

"
六
六
]
。
梅
州
市

に
お

い
て
も
、

現
地

人
の
言

う
風
水
観

念

は
必
ず
し
も
風
水

の
経
典

で
は
読
み
解

く
こ
と
は

で
き
な
い
し
、
ま

　
た
、
研
究
者

に
よ

っ
て
は
こ
れ
を
風
水

と
し
て
捉
え
な

い
こ
と
も
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
本
稿

で
は
、
人
間

の
命

運
と
環
境

の
条
件
と
が
不
可
分

　
で
あ
る
と
す
る
思
考
お
よ
び
術
を
、
全
て
を
風
水
と
す
る
本
稿

の
定
義

　
に
従

い
、
双
方
を
と
も

に
風
水

と
し

て
扱

っ
て
い
る
。

(16
)
本
稿

で
と
り
あ
げ

る
こ
と
の
で
き
な

か

っ
た
囲
龍
屋

の
風
水
、
お

　
よ
び
墓
、
近
代
建
築

の
風
水

に
関
し

て
は
、
別
稿

(「梅
州
地
区

的
風

水
与
環
境
観
ー

以
囲
龍
屋
、
現
代
住
宅
、
墳
墓
為
例
」
『客
家
研
究

輯
刊
』
、
投
稿
中
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(17
)
近
年
、
風
水
は
、
古
代
生
態
保

護
思
想

な
ど
環

境
言
説

の
文
脈

で

捉

え
ら
れ

つ
つ
あ
る
。

こ
の
言
説
は
、
少
な
く

と
も
香
港
で
は
、

一
九

　
九
〇
年
代

に

「
風
水
ブ

ー
ム
」
が
起
き
る
前

か
ら
存
在
し
て

い
る
と
考

　
え
ら
れ
る

[幻
o
ω
ωbd
諺
o
頃

同
O
°。
心
参
照
]。
梅
州
市

で
は
、
若
者
世
代
は

　
こ
う
し
た
香
港
の
風
水

の
影
響

を
受
け
る
よ
う

に
な

っ
て
お
り
、
今

の

　
中
国
で
は
風
水

の
中
心

は
香
港
に
あ

る
と

い
う
言
説
が
若
者
世
代
を
中

心

に
広

ま

っ
て
い
る
。

こ
の
言
説
に

つ
い
て
、
あ
る
者
は
次

の
よ
う

に

述

べ
る
。
「梅

州
市

に
風
水

は
ほ
と
ん
ど
残

さ
れ
て

い
な
い
。
今

の
風

水

の
中
心
は
香
港

に
あ
る
。
三
僚
村
の
風
水
第

一
村

は
知

っ
て
い
る
だ

　
ろ
う
。
数
年
前
、
香
港
の
風
水
師
が
三
僚
村

に
行

っ
て
、
あ
そ
こ
の
風

水
が
風
水
学
的

に
あ
ま
り
良
く
な

い
こ
と
を
証
明
し
た
。

こ
れ
に
よ

っ

　
て
、
中
国
大
陸

に
お
け
る
風
水

の
権
威
が
失
墜
し
て
い
る

こ
と
が
証
明

さ
れ

た
」
。
香
港

の
風
水

は
常

に

「中
国
伝
統
」

の
名
を
か
か
げ

て
い

る
。
こ
れ
は
、
古
代
王
朝

(中
原
)

の
伝
統
を
継
承
し

て
い
る
と
す

る

　
表
象

の
客
家
風
水
と
、

共
通
す
る
点

が
あ

る
。

(
18
)
「
客
家
の
故
郷
」

に
属
す

る
鞍
州
市

と
龍
岩
市
に
は
、
非
客
家
人
が

少
な
か
ら
ず
居
住
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
鞍
州
市

の
都
市
部
に
は
非

客
家
系
の
漢
民
族

の
方
が
む
し
ろ
多

い
。
ま
た
、
龍
岩
市

の
武
平
県
や

永
定
県

に
は
、
客
家

語
で
は
な

い
漢
語
系

の
言
語

を
操

る
地
帯
、

「方

言
島
」
と
呼
ば
れ
る
地
帯
が
あ
る

[胡
希
張
ほ
か
　

一
九
九
七

"
二
七

-

二
八
]
。
ま
た
、
客
家

の
起
源

に

つ
い
て
、
少
な
く
と
も
客
家
が
石

壁

に
移
住
し
た
時
点

で
は
、
客
家
と

い
う

エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
は
存
在
し
て

　

い
な

か

っ
た
と
主
張
す
る
者
も

い
る

[林
嘉
書
　

一
九
八
七
]
。

(19
)
渡
邊
が
編
集
し
た
論
集

[二
〇
〇
三
]

に
代
表
さ
れ

る
よ
う

に
、

　
風
水

を
観
光

や

エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
団
結

の
道
具

と
し

て
捉
え
る
風
水
論

　
は
、

こ
こ
数
年

の
う
ち
に
増
加
し

て
い
る
。
ま
た
、
ブ

ル
ー
ン
な
ど
、

グ

ロ
ー
バ

ル
な
言

説

の
観
点

か
ら

風
水

を
考

察

す
る
論

考

も
あ

る

　
[田
W菊
d
コq
ワH　
N
OO
ω
"　
N
ω
一
ー
bこ
㎝Q◎]
。

た
だ

し
、

こ
れ
ら

は

「
空
間

の
生

産
」

　
と
い
う
理
論
的
観
点

か
ら
系
統
的

に
は
論
じ
て
い
な

い
し
、
ま
し
て
や

　
「空
間
」
と

「
場
所
」
の
相
互
作

用
と
い
う
本
稿

の
視
点

は
皆
無

で
あ
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三
　

「
鼓
楼

・
風

雨
橋

か
ら
み
た
ト
ン
族

の
風
水
民

　
　
　
　
俗
」

『ア
ジ
ア
遊
学
』
四
七

H
六
五
-
七
五
。

河
合
洋
尚
　

二
〇
〇
二
　

「沖
縄
久
米
島

の
陽
宅

『風
水
』
」

『民
俗
文
化

　
　
　
　
研
究
』
三

"
五
〇
r
七
〇
。

　
　
　
　
　
二
〇
〇

三
　

『
人
為
的
構
築
簾
境

の
社
会

人
類
学
的
研
究
』

　
　
　
　

(東
京
都
立
大
学
修
士
学
位
論
文
、
未
刊
行
)
。

　
　
　
　
　
二
〇
〇
四
　

「
『場
所
』
創
出

の
重
層
性
」
『民
俗
文
化
研
究
』

　
　
　
　
五

"
九
三
-

一
一
一
。

　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
　

「中
国
人
類
学

に
お
け
る

『本
土
化
』

の
動
向
」

　
　
　
　
『
唯
物
論
研
究
』

一
〇
〇

"
一
〇
七
ー

一
二
四
。

小
林
宏
至
　

二
〇
〇
六
　

「
円
い
空

の
下
で
暮
ら
す
人
々
」

『民
俗
文
化
研

　
　
　
　
究
』
七

"
二

一
四
-

二
二
五
。

瀬

川
昌
久
　

一
九
九
三
　

『客
家
-

華
南
漢
族

の

エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
と
そ

　
　
　
　
の
境
界
』
風
響
社
。

ソ
ジ

ャ
、
E

・
W
　

二
〇
〇
五
　

『第
三
空
間
』

(加
藤
政
洋
訳
)
青
土
社
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9
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国
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中
川
　
学
　

一
九
七
九
　

『客
家
論
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現
代
的
構
図
』

ア
ジ
ア
政
経
学
会
。

西
井
涼

子

・
田
辺
繁
治

(編
)　

『社
会
空
間

の
人
類
学
ー

マ
テ
リ

ア
リ

　
　
　
　
テ
ィ

・
主
体

・
モ
ダ

ニ
テ
ィ
』
世
界
思
想
社
。

ハ
ー
ヴ

ェ
イ
、
D
　

一
九
九
九
　

『ポ
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社
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(
田
村

克

　
　
　
　
己

・
瀬

川

昌

久

訳
)
弘

文

堂
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幻
爵
u
言
>
7
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H
O
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゜
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α
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諺
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Φ
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Φ
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団
些
①
d
巳
く
2
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o
州
い
o
巳

8

°)。

ル

フ

ェ
ー
ブ

ル
、

H
　

二
〇

〇

二
　

『空

間

の
生
産

』

(斉

藤

日
出

男

訳

)

　
　
　
　
青
木
書
店

(い
国
鵠
く
bd
菊
炉

国
」

㊤
起

卜
縞
ぎ

§

ら畿
§

§

卜
、

　

　

　

　

鳴愚
ミ
鳴
'
霊

ユ
ψ

国
臼
江
8

0
胤
諺
暮

耳

o
b
o
ψ
)
。

渡
邊
欣
雄
　
一
九
九
〇
　
『民
俗
知
識
論
の
課
題
-

沖
縄
の
知
識
人
類

　
　
　
　
学
』
凱
風
社
。

　
　
　
　
　
二
〇
〇

一　

『風
水

の
社
会
人
類
学
』
風
響
社
。

　
　
　
　
(編
)　
二
〇
〇
三
　
『ア
ジ
ア
遊
学
i

風
水
の
歴
史
と
現
在
』

　
　
　
　
四
七
。



客家風水の表象と実践知

 

労

-

二
〇
〇
六
　

「風
水
師
と

『裏
』

の
市
場
経
済
」

『民
俗
文
化

研
究
』
七

二

二

一
-

一
二
六
。

中
国
語
文
献

(ピ

ン
イ
ン
順
)

陳

　
勝
顧
　

一
九

九

四
　
「
客
家

研
究

在
中

国
大

陸

復
興

之
展

望
」
謝

　
　
　
　
剣

・
陳
赤
瑛

(編
)
『中
国
客
家
学
研

討
会
論
文
集
』
香
港

"

　
　
　
　
香
港
中
文
大
学
亜
太
研
究
所
、
八
八
七
-
八
九
三
。

陳
　
文
紅
　
二
〇
〇
五
　

「風
水
実
践
与
客
家
伝
統
社
会

的
結
構
与
運
作
」

　
　
　
　
『
江
西
社
会
科
学
』

一
二
、

=
二
九
ー

一
四

一
。

陳

　
運
棟

　

一
九

八
三

(
一
九
七

八
)
　

『客
家

人
』
台

北

"
聯

亜
出
版

　
　
　
　
社
。

曽
　
存
令

　
二
〇
〇
五
　

「客
家
文
化
I
I

走
出
囲
龍
屋
」
『南
方
週
末
』

　
　
　
　
十
月

一
三
日
D
三
六
面
。

程
　
愛
勤
　
二
〇
〇

二
　

「論

『風
水
学
説
』
対
客
家
土
楼
的
影
響
」
『
広

　
　
　
　
西
民
族
学
院
学
報
』

二
四
-
三

日
七
六
ー
八
二
。

房
　
学
嘉
　

一
九
九
五

(
一
九
九
四
)　

『客
家
源
流
探
奥
』
香
港

日
中
流

　
　
　
　
出
版
有
限
公
司
。

　
　
　
　
　
二
〇
〇

一　

「論
客
家
囲
龍
屋
建
構
的
生
態
意
義
」

『客
家
研

　
　
　
　
究
輯
刊
』

(嘉
応
学
院
客
家
研
究
所
)

一
、

二
〇
1

三
〇
。

　
　
　
　
　
二
〇
〇
二
　

『囲
不
住
的
囲
龍
屋
I
l
毒

東
古
鎮
松

口
的

社

　
　
　
　
会
変
遷
』
広
州

"
花

城
出
版
社
。

　
　
　
　
　

二
〇
〇
六

「
従
囲
龍
屋
的
文
化
功
能
看
其
歴
史
文
化
積
澱
」

　
　
　
　

『客
家
研
究
輯
刊
』

(嘉
応
学
院
客
家
研
究
所
)
二
、

一
二
八
ー

　
　
　
　

一
三
九
。

凋
　
秀
珍
　

二
〇
〇
三
　

『客
家
文
化
大
観

(上
)』
経
済
日
報
出
版
社
。

胡
希
張

・
莫

日
芽

・
董
励

・
張
維
取
　

一
九
九
七
　
『
客
家
風
華
』
広

東

　
　
　
　
人
民
出
版
社
。

胡
　
玉
春
　
二
〇
〇

一　

「
楊
救
貧
与
藤
南
客
家
風
水
文
化
的
起

源
和
伝

　
　
　
　
播
」

『南
方
文
物
』
四
、
六
七
-
七
〇
。

江
金
波

・
司
徒
尚
紀
　

二
〇
〇

三
　

「
以
文
化
生
態
学
解

読
囲
龍

屋
建

築

　
　
　
　
的
風
水
観
」
『福
建
地
理
』

一
八
-
二
、
二
六
-
三
〇
。

江
　
金
波
　
二
〇
〇
四
　
『客
家
風
物
-

容
東
客
家
文
化
生
態
系
統
研

　
　
　
　
究
』
華
南
理
工
大
学
出
版
社
。

李
薫
嵐

・
柳
雲
　
二
〇
〇

四
　
「
客
家
風

水
民
俗
舞

議
」
『江

西
社
会

科

　
　
　
　
学
』

一
一
、

一
四
九
-

一
五
三
。

李
暁
方

・
温
小
興
　

二
〇
〇
七
　
「
明
清
時
期
鞍
南

客
家
地
区
的

風
水
信

　
　
　
　
仰
与
政
府
控
制
」

『社
会
科
学
』

一
二

〇

八
-

一
一
四
。

林
忠

礼

・
羅
勇

　

一
九

九
七
　
「
客
家
与

風
水
術
」

『鞍
南

師
範
学
院

学

　
　
　
　
報
』
四

"
五
六
-
六

二
。

羅
　
香
林
　

一
九
九

二

(
一
九
三
三
)　

『客
家
研
究
導
論
』
上
海
文
芸
出

　
　
　
　
版
社
。

羅
　
勇
　

一
九
九
七
　

「客
家
与
風
水
術
」
『
客
家
研
究
輯
刊
』

(嘉
応
学

　
　
　
　
院
客
家
研
究
所
)

二

二

〇
八
r

一
二
八
。

梅
州
市
華
僑
志
編
輯
委
員
会

(編
)　

二
〇
〇

一　

『梅
州
市
華
僑
志
』
深

　
　
　
　
別

"
星
光
印
刷
有
限
公
司
。

梅
州
市
教
育
局
教
研
究
室

(編
)

一
九
八
九

『梅
州
市
郷
土
歴
史
』
梅

　
　
　
　
州

"
梅
州
市
教
育
局
。

諌
　
元
呼
　
二
〇
〇
三
　

『客
家
与
華
夏
文
明
』
広

州

"
華
南

理
工
大
学



鯉

　
　
　
　
出
版
社
。

　
　
　
　
　
二
〇
〇
四
　
「風
水
」
『客
家
聖
典
』
海
天
出
版
社
、
三
四
四

　
　
　
　
-
三
四
六
。

　
　
　
　
　
二
〇
〇
六
　
『梅
州
ー
1
世
界
客
都
論
』
華
南
理
工
大
学
。

肖
　
文
評
　
二
〇
〇
二
　
「塔
東
客
家
地
区
竜
俗
考
察
」
『嘉
応
大
学
学

　
　
　
　
報
』
二
〇
ー
四
H
一
〇
七
-
一
一
〇
。

謝
　
梅
興
　
二
〇
〇
六
　
「浅
談
囲
龍
屋
及
其
開
発
利
用
」
『比
較
視
野
下

　
　
　
　
的
客
家
民
俗
文
化
学
術
研
討
会
論
文
』
(嘉
応
学
院
客
家
研
究

　
　
　
　
所
)。

葉
　
春
生
　
二
〇
〇
〇
　
『嶺
南
民
俗
文
化
』
広
州

"
広
東
高
等
教
育
出

　
　
　
　
版
社
。

張
応
斌

・
謝
癸
卯
　

一
九
九
五
　
「客
家
囲
龍
屋
的
宗
教
与
哲
学
」
『客
家

　
　
　
　
研
究
輯
刊
』
(嘉
応
学
院
客
家
研
究
所
)

一
"
四
〇
1
五
五
。

周
　
建
新
　
二
〇
〇
六
　
『動
蕩
的
囲
龍
屋
-

一
個
客
家
宗
族
的
城
市

　
　
　
　
化
遭
遇
与
文
化
抗
争
』
北
京
"
中
国
社
会
科
学
出
版
社
。

鐘
　
家
新
　
二
〇
〇
四
　
「客
家
人
風
水
信
仰
的
社
会
学
分
析
」
『客
家
多

　
　
　
　
元
文
化
』
(香
港

"
亜
州
文
化
総
合
研
究
所
出
版
会
)
創
刊
号

　
　
　
　

"
八
三
-
九
二
。

中
国
人
民
政
府
協
商
会
議
梅
州
市
梅
江
区
委
員
会

(編
)　
二
〇
〇
五

『梅
江
史
話
』
梅
県
程
彩
色
印
刷
有
限
公
司
。

英
仏
語
文
献

(か
わ

い

・
ひ
ろ
な
お
　
東
京
都
立
大
学
大
学
院
)


